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はじめに 
本ハンドブックは、RI 第 2750 地区 2022-23 年度用として製作されたものです。 
本ハンドブックに掲載されている内容は、ロータリー財団が定める内容に加えて、RI 第 2750 地区独自の

内容が含まれていますので、2750 地区に所属するすべてのクラブは、このハンドブックに則り、2022-23
年度の補助金申請、あるいはロータリー財団に関わる活動を行なってください。皆様が、本ハンドブックを

有効にご活用され、充実した奉仕活動をされますことをお祈り申し上げます。 
 

Introduction 
This Handbook was produced for RI District 2750 in 2022-23. 
The contents consist of specified by The Rotary Foundation and unique contents of District 
2750. Those clubs in District 2750 must comply with this handbook to apply Grants and utilize 
for each club ’s activities in 2022 -23 related to The Rotary Foundation. 
I would like to express my heartfelt wish your clubs could be used this Handbook effectively to 
serve a fulfilling project. 
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ご挨拶 
 ロータリー財団の使命は「ロータリアンが人々の健康状態を改善し、質の高い教育を提供し、環境保全

に取り組み、貧困をなくす事を通じて、世界理解、親善、平和を構築できるように支援することである」（ロ

ータリー財団章典 10,030）とあります。つまり、ロータリー財団はロータリアン一人一人に寄り添い、その方

の「思い」（善意）を実現する為にあるのです。 
ポール・ハリスはロータリーについて語っています。「ロータリーはとは何ですか？ロータリーとは一体何

でしょうか？多くの国のロータリアンがこぞって答えます。しかし、同じ答えは一つもありません。共通点は

一つもないのでしょうか？あります。一つあります。（中略）ロータリーの多種多様な活動の下に変わらぬ

基調があります。善意、善意、善意という基調です」（ポール・ハリス語録より） 
私たちの思い（善意）は一滴の滴です。地区ロータリー財団の役目はその「一滴の滴」を集めて大きな

流れにする事だと思っております。 
このガイドブックが、皆様方のロータリー財団へのご理解を深め、そして皆様方の奉仕活動の少しでも

お役に立てれば幸いです。 
2022-23 年度 RI 第 2750 地区ロータリー財団委員会 

委員長 田中 靖 
 

Greeting 
The Rotary Foundation's mission is to help Rotarians build world understanding, goodwill, 
and peace by improving people's health, providing quality education, working to protect the 
environment, and eliminating poverty. In other words, The Rotary Foundation is there to be 
close to each Rotarians and to realize our "thoughts" (good will). 
Paul Harris talks about Rotary. "What is Rotary? What exactly is Rotary? All Rotarians from 
many countries will ask us. But we do not prepare the same answer. Do we have anything in 
common? Yes. We have one ... There is an unchanging keynote under Rotary's wide variety of 
activities “good will, good will, good will. " 
Our thoughts (good will) are a drop. I believe that the role of The District Rotary Foundation 
is to collect those "drops" into a big stream. 
We hope that this handbook will help you better understand The Rotary Foundation and help 
you in your service activities. 

2022-23 RI District 2750 The Rotary Foundation Committee 
Chairman Yasushi Tanaka 
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1917 年 6 月 18 日、アトランタで開催された第 8 回ロータリー年次大会で、当時の会長であったアー

チ C..クランフが、「世界でよいことをするために基金を作るのが、きわめて適切だと思われる。」と演説をし

たことが始まりです。 
1917 年は、まだ第１次世界大戦の真っただ中でした。そんな世界情勢の中で、アーチ・クランフは、未

来のロータリーにとってこの基金が必ず必要になると言う強い信念のもと、基金の設立を呼び掛けました。 
この基金への最初の寄付は、1917 年にカンサスシティーロータリークラブが行なった 26 ドル 50 セント

でした。このわずか 26 ドル 50 セントが、世界をより良くするための何十億ドルと言う財団の布石を敷いた

わけです。 
 その後、1928 年に、それまでの「アーチ・クランフ基金」と言う名前から「ロータリー財団」と言う名前に変

更されました。「ロータリー財団」の正式な名前は「国際ロータリーのロータリー財団」です。5 名による管理

委員会が設立され、初代の管理委員長にはアーチ・クランフが就任しました。その後も、アーチ・クランフ

は長期的な視野を持ち、ロータリー財団に反対する勢力から財団を守り、存続と発展のためにその生涯

を捧げました。アーチ・クランフは、1951 年 6 月 3 日、82 歳でその生涯を閉じています。 
1947 年に、ロータリーの生みの親であるポール・ハリスが逝去しました。この時、ポール・ハリスは逝去

後に、「追悼は献花ではなく財団への寄付」と言うハリスの意思が電報でロータリアンに伝えられました。

1951 年のアーチ・クランフの逝去とともに、このロータリーにとってかけがえない 2 人の偉大な人物の逝

去によって全世界のロータリアンからたくさんの寄付が寄せられ、この時の寄付が、ロータリー財団の発展

に大きく役立てられました。 
「世界で良いことをする」ために、その後、多くのプログラムが開始され、ロータリー財団は、世界中のま

だ手を差し伸べて行かなければならない人々に、たくさんのあたたかい手を差し伸べてきました。 
2013 年には、「未来の夢計画」と銘打って、ロータリー財団の新しい補助金システム（地区補助金、グ

ローバル補助金）が構築され、ロータリーの掲げる 6 つの重点分野（現在は７つの重点分野）を中心に、

世界中で行なう多様な奉仕活動に利用できる補助金が誕生しました。 
ロータリー財団は、現在、アメリカのイリノイ州の州法に則り登記された非営利法人となっています。ロー

タリー財団は、現在、4 名の RI 元会長を含む 15 名の管理委員と事務総長で運営されています。 
 今や国際ロータリーとロータリー財団は、切っても切れない存在と言えるでしょう。ロータリーは、このロー

タリー財団を設立したことによって、新しい奉仕の可能性と手段を手に入れることができました。ロータリー

財団は、まさに、ロータリーの土台となっているわけです。アーチ C.クランフが演説をした「世界でよいこと

をしよう」がロータリー財団の標語となっています。 
これからも世界でよいことをするために、ロータリー財団にあたたかいご支援と更なるご協力をお願いし

ます。 
  

ロータリー財団の歴史 
The History of Rotary Foundation 
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The Foundation was established in 1917 by Rotary International's sixth president, Arch C. 
Klumph, as an endowment fund for Rotary “to do good in the world.”   
In 1917, the World situation was still in the midst of the World War 1. Among such world 
circumstances, Mr. Arch Klumph established his Fund with firm conviction that the 
Foundation would be certainly necessary for the future Rotary. 
It has grown from an initial contribution of US$26.50 at Kansas City in 1917 to more than 
US$1billion nowadays. It has one of the largest and most prestigious international fellowship 
programs in the world. 
In 1928, the name “the Rotary Endowment Fund” was renamed “Rotary Foundation” when the 
endowment fund had grown to more than US$5,000, the fund was renamed The Rotary 
Foundation, and it became a distinct entity within Rotary International. The official name of 
the Rotary Foundation is “The Rotary Foundation of Rotary International”. It was established 
by five trustees and the first chair was Arch C. Klumph. The founder Arch C. Klumph devoted 
and risked his whole life for the Rotary Foundation. He died in June 3 1951 at the age of 82. 
In 1947, the Rotary’s founder Paul P. Harris died. He sent his dying wish to all Rotarians by 
telegram. In 1951, Arch Clumph passed away, and as a fact of the death of two irreplaceable 
great Rotarians, a large amount of donations were received from Rotarians all around the 
world on the death of two irreplaceable and great Rotarians, the donation at that time was 
greatly contributed to the development of The Rotary Foundation. Harris made it known that 
he preferred contributions to The Rotary Foundation when he died in lieu of flowers. These 
contributions truly developed the endowment fond of the Rotary Foundation. 
The Rotary foundation made a large amount of its programs and offer a helping hand since 
Klumph mentioned “Doing good in the world”. 
In 2013, the completely new worldwide practically system for Grant named “Future Vision” 
based on 6 Areas of Focus was started 
The Rotary Foundation is a non-profit corporation registered by the State Law of Illinois 
consisted by 15 Trustees and General Secretary including 4 past president of RI. 
Rotary International and The Rotary Foundation are now inseparable. By setting up this 
Rotary Foundation, Rotary was able to acquire new service possibilities and means. The 
Rotary Foundation is exactly “the Foundation” of Rotary. 
Keep in mind “Doing good in the world” is only slogan of the Rotary Foundation even today. 
We would like to ask you warm support and further cooperation to The Rotary Foundation in 
order to continue “Doing good in the world”. 
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ロータリー財団委員会 
The Rotary Foundation Committee 

ロータリー財団委員会の大きな任務は、６つあ

る小委員会を統括し、ロータリー財団委員会

全般の管理、運営、広報、研修等を行なうこと

です。ロータリー財団は、毎年いろいろな修 

正が行われ、常に新しい情報が必要になりま

す。ロータリー財団委員会では、クラブとのコ

ミュニケーションを良くすることによって、よ

り正確な情報を発信していきます。 

Our primary missions are to manage the 6 
Subcommittees, to operate and publicize the 
Rotary Foundation itself, and to hold workshops 
and seminars for all Rotarians and clubs. The 
Rotary Foundation program has been modified 
every year based on very useful information from 
every Rotary club. We will maintain close 
communication with every Rotary club to 
disseminate valuable information. 
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●2022-23 年度委員会組織のあらまし 
2022-23 年度のロータリー財団委員会は、前年度と同様に６つの小委員会（資金管理委員会、資金推

進委員会、補助金委員会、奨学・学友・VTT 委員会、ポリオプラス委員会、ロータリー平和フェローシップ

委員会）から成ります。ロータリー財団委員会には、3 名の副委員長が就き委員長と共にロータリー財団

全般を統括します。 
 

● Overview of the Committee in 2022-23 
The Rotary Foundation Committee in 2022-23 consisted of six sub committees (Fundraising 
Subcommittee, Stewardship Subcommittee, Grants Subcommittee, Scholarship, Alumni, VTT 
Subcommittee, Polio Plus Subcommittee, Rotary Peace Fellowships Subcommittee). The 
Rotary Foundation Committee. The Rotary Foundation Committee consisted of Chair and 3 
Vice Chair and oversee the entire Committee. 
 

● 2022-23 年度の組織図 ● Organization chart of 2022-23 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロータリー財団のホームページのご案内 
 地区ロータリー財団委員会では、独自のホームページを立ち上げています。ホームページのアドレスは、

「https://rid2750.org/trf」です。ご覧いただくには、地区のホームページからリンクされていますので、地

区のホームページからお入りいただくことができます。もちろん、直接「https://rid2750.org/trf」にお入り

いただいても結構です。ぜひ、ロータリー財団委員会のホームページをご活用ください。 
 このホームページでは私たちロータリー財団委員会のセミナー等の予定、ニュースリリースを逐次掲載

いたします。また各種申請書等の書類もダウンロードいただけます。 
 なお、MyRotary からもロータリー財団のたくさんの情報を得ることができますので、こちらもぜひご覧い

ただければと思います。 

Please check our original Web site 
You may get our schedule, documents or various forms on https://rid2750.org/trf. 
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資金推進委員会 
Fundraising subcommittee 

私たちの委員会では、年次基金と恒久基金の

地区目標に向けて、ロータリアンの皆様への

ご寄付のお願いを担当しています。更に、ポー

ル・ハリス・ソサエティ、大口寄付、遺贈友の会

と言ったご寄付へのご登録のお願いも行なっ

ています。 

また、ご寄付をいただきました皆様への認証

のお手伝いもさせていただいています。 

Fundraising Subcommittee encourage all 
Rotarians to contribute Annual Fund and 
Endowment Fund towards the district target 
figure. In addition, we are in charge of 
registration for Paul Harris Society, Major donor, 
Bequest Society. We are pleased to assist you 
with to register various certification for your 
contributions. 
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1.年次基金とは？ 
 個人で 1,000 ドル以上の寄付者をポール・ハリス・フェローと言います。ご寄付いただいた金額は累積さ

れ、2,000ドルを超えるとマルチプル・ポール・ハリス・フェローとなり、1,000ドル寄付額が増える毎に認証

が行われます。この年次基金は、3 年間利殖に回させていただき、その運用益は一般管理費や運営費等

にあてられます。このシステムを「シェア・システム※」と呼びます。皆様からいただいた貴重な寄付は、3
年後に WF（国際財団活動資金＝World Fund）と DDF（地区財団活動資金＝District Designated 

Fund）に 47.5：47.5 の割合でシェアされ、全額プロジェク卜に使われます。 
 

2.恒久基金とは？ 
 1,000 ドル以上の寄付者をベネファクターと言います。この恒久基金への寄付をしていただいた場合、

いただいた寄付は基金として積み上げ、その元金には手をつけずにその運用益のみを使用していきま

す。.運用益は一般管理費などに使われる他、WF と DDF にも配分され地区で行うプロジェクトにも使用

されます。 
 

3.使途指定寄付とは？ 
 ポリオプラス基金への寄付やグローバル補助金を利用したプロジェクトを行う際のクラブまたは個人から

の拠出金等が該当します。つまり、使い方を指定した寄付です。 
 

地区目標  
1） 年次基金への寄付 会員 1 名につき 150 ドル以上 
2） 恒久基金への寄付 1000 ドルに達する寄付者  

会員  99 名以下のクラブ 1 名以上 
会員 100 名以上のクラブ 2 名以上 

  3) ポリオプラス基金への寄付 会員 1 名につき 30 ドル以上 
会員数は期首での会員数となります。また、寄付時点のロータリーレートにご注意ください。 

 マイロータリーへの寄付目標の入力をお願い致します。 
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地区表彰について 
RI 第 2750 地区では、2022-23 年度も以下の 3 つの表彰を行ないます。 

1) 寄付総額上位 3 位までのクラブ 
2) 年次基金一人あたりの平均寄付額上位 3 位までのクラブ 
3) ロータリー財団への地区寄付目標 3 部門（年次基金、恒久基金、ポリオプラス基金寄付）達成クラ

ブ 
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1. Annual Fund 
Members contribute $1,000 or more to Annual Funds will be certified as Paul Harris Fellow. 
The amount will be cumulative, and if the lifetime contribution amount exceeds $2,000, you 
will be a multiple-Paul Harris Fellow. The member will be recertified every time their lifetime 
contribution with an increase $ 1,000. 
The Annual Fund gains its funds for three years and its investment gains are allocated to 
general and administrative expenses and operating expenses. This system is called "shared 
system". Your contribution will be shared 47.5:47.5 with WF (World Fund) and DDF (District 
Designated Fund) three years later and will be used for all projects. 

2. Endowment Fund. 
Members contribute $1,000 or more to Endowment Fund will be certified as Benefactor. 
Endowment Fund is accumulated as a fund and only its gain of the investment will be used.  
The investment profit will be used for general and administrative expenses, also allocated to 
WF and DDF for your project. 

3, Restricted Gifts 
Restricted Gifts applies to PolioPlus and clubs or individual contributions for projects using 
Global Grant It would specify where to use. 

About D2750 Awards for Contributions 
RI District 2750 commends 3 types of awards in 2021-22 same as last Rotary year. 
1. Top 3 Clubs for their total contribution. 
2. Top 3 Clubs for average of Annual Fund per person. 
3. Achievement Clubs for the monetary goal of district in 3 categories of Annual Fund, 

Endowment Funds, and PolioPlus). 
The number of members will be the members at the beginning of the term. Also, pay 
attention to the rotary rate at the time of donation. 
Please enter your donation goal to My Rotary. 
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寄付の方法について 
ご寄付の方法は、主に次の 3 つが挙げられます。 
１．銀行振込による寄付 
２．オンラインでの寄付 ※クレジット決済となります。 
３．米ドルでの寄付 
 

銀行振込による寄付の流れ 
① 寄付分類を決める 
まず、寄付者が何に対して寄付をしたいのか、寄付分類（寄付の使途）を決めます。寄付者が特に支援し

たい分類、あるいはクラブや地区の目標に合わせるなどして決めます。ポール・ハリス・フェローやベネフ

ァクターなど希望の認証がある場合は、どの寄付分類がどの認証に対応しているかも確認します。 
 
②寄付者を確認する 
寄付者は、個人、法人、ロータリークラブ、インターアクトクラブ、ローターアクトクラブ、地区のいずれかで

お願いいたします。個人の認証やバナー認証の目標などを確認し、寄付送金明細書の寄付者欄に記入

する名義を決めてください。確定申告用の領収証は、記入された ID番号に基づき、個人と法人向けに送

金明細書に記入した名義で発行されますのでご注意ください。 
※初回ご寄付の際にご報告いただいた漢字表記で領収証を発行します。 
 
③寄付送金明細書を記入する 
次に、寄付送金明細書に必要事項を記入し、kifu@rotaryorgへメールにてお送りください。（メールが使

えない場合は、FAX でも可） 
※寄付送金明細書は、エクセル形式のままお送りください。 
 
④寄付金を指定の口座へ送金する 
寄付送金明細書を送った後、以下の口座へ寄付金を送金します。 
三井住友銀行 赤羽支店 普通預金 3978101 
名義：公益財団法人ロータリー日本財団 
※振込先は寄付送金明細書上部にも記載されています。 
 

寄付送金明細書について 
ロータリー財団への寄付は、公益財団法人ロータリー日本財団を通じて送金することができます。寄付

送金明細書は、銀行振込で寄付する際にお送りいただく書類です。 
※本書式は、なるべくエクセルファイルのままメールに添付してお送りください 
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寄付送金明細書の入手方法 
寄付送金明細書のダウンロードは、MyROTARY より可能です。MyROTARY にログイン後、トップ画

面の右上「ご寄付」をクリック→ページ最下部「寄付資料」の中の「ロータリー日本財団 寄付送金明細書

（ロータリアン／クラブ用）」をクリックすると、ダウンロードが始まります。 
 

寄付送金明細書の記入方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①通信欄  特記すべき事項をご記入ください。メモリアルコントリビューションの情報、お礼状送付先、振

込や領収証、認証品などによる連絡事項や漢字表記の修正・変更のご依頼など。 
②送金情報  TEL は日中連絡が取れる番号を入力し、送金額と寄付送金明細書の日本円の合計額が

一致していることをご確認ください。レートは着金日の月の RI レートになります。数字だけを記入してく

ださい。 
(入力例)：＄1＝￥112 の場合「112」と記入 
※RI レートは新たな月が始まる前に地区へお知らせします。 

③寄付者名 寄付者名義を記入してください。初回の表記が確定申告用領収証作成のデータになります

ので、正確にご記入ください。 
寄付歴がある方のお名前の変更は、通信欄にてお知らせください。 
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（領収証は原則として再発行できません。）（注意例）：高橋と髙橋、壽と寿など 
④ローマ字名 会員の登録情報通りに記入してください。法人の場合も正確な英語表記が必要です。一

字でも登録と違うと別人とみなされることがありますので、ID 番号が無い方は特にご注意ください。パス

ポートのスペルで登録することをお勧めします。（注意例）Sato と Satou など 
※正式名称は必ずご本人や会社に確認してください。 
※会社の英語表記がなく、新しく作成する場合は、「Kabushiki-Kaisha」ではなく「CO」「KK」など、

できるだけ文字数が少なくなるようお願いします。 
⑤ID 番号 寄付者の ID 番号を漏れなくご記入ください。新会員は MyROTARY から会員登録をし、ID
番号を先に取得してください。 
ID 番号と名前が一致しない場合、機械処理上、ID 番号所有者の寄付として扱われることがあります。 

⑥寄付分類 寄付分類をセルの▼でリストから選択してください。グローバル補助金や冠名基金へのご寄

付は、番号をご記入ください。ポール・ハリス・フェロー等の認証名は記入しないでください。 
＜良い例＞年次基金-シェア、恒久基金-シェア、ポリオプラス基金、恒久基金-ロータリー平和センター、

冠名基金(E12345)など 
※寄付分類の確認が取れない場合、年次寄付-シェアとさせていただく場合があります。 

⑦円金額 寄付者、寄付分類ごとに一行使い、円金額を記入します。経費負担を軽減するために、でき

るだけ一口 2,000 円以上でお願いします。 
※グローバル補助金の現金拠出は、5%追加分も合わせて送金してください。 

⑧＄金額 パソコン入力の場合、RI レートと円金額の入力で自動計算されます。手書きの場合は、小数

点第 3 位を四捨五入し、第 2 位までをご記入ください。 
※機械の処理上、レートにより１セント単位の誤差が生じる場合があります。 

 

オンラインでの寄付 
MyROTARY にログイン後、下記ウェブページ内の「ご寄付」ボタンから手続き画面にお進みください。

「ご寄付」：https://wwwrotaryorg/ja/donate 
お手続きが完了すると確認メールが届きます。必ず確認をし、保管してください。 
 

米ドルでの寄付 
①事前に日本事務局まで連絡し、専用の寄付送金明細書を受け取ってください。 
②専用の寄付送金明細書に必要事項を記入し、返送してください。 
③書留（簡易書留も可）か銀行振り込みにて送金してください。 
※銀行振り込みの場合、手数料が高くなる場合があります。手数料は送金者負担となりますので、ご注

意ください。また、銀行によって、米ドルの取り扱いの有無や手数料等が異なります。 
※米ドルでの寄付は、送金先がロータリー財団となりますので、税制上の優遇措置は受けられません。 
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How to donate 
We have several ways to accept your donation, please fill out Multiple Donor Form. 
If you deposit your contribution using bank, please directly deposit to TRF in Chicago, U.S.A, 
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Please do not enclose any additional correspondence. For contribution or recognition questions, 
please call Rotary's Support Center at 866-9-ROTARY (866-976-8279), or contact the Rotary 
International office that serves your area. 
 
Please send your contribution to the appropriate address. 
UNITED STATES 
The Rotary Foundation 14280 Collections Center Drive Chicago, IL 60693 USA 
Tel: 1-866-976-8279 (toll-free) 
Fax: +1-847-328-4101 
rotarysupportcenter@rotary.org 
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シェア・システムについて 
●年次基金を 3 年間利殖に回しながら、その運用益でロータリー財団を運営していくための資金を確保

するシステムですが、この 3 年間は地区にとって大変重要なものになります。財団の年次基金は 3 年

後のプロジェクトで使われますのでまず縦軸をみると、寄付の翌年（１年目）は 3 年後に使える金額を確

定する「確定年度」となり、その翌年がプロジェクトの計画年度、さらにその翌年が「実行年度」となりま

す。 
●次に横軸で見ると、前年計画されたプロジェクトを実行し、かつ次年度プロジェクトの計画を建て、かつ

2 年後のプロジェクトのために寄付額を確定し、さらに 3 年後のために寄付を行う…このような仕組みに

なっております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SHARE System 
The SHARE is a system that secures funds to operate the Rotary Foundation with investment 
gains of annual funds for three years. Three years" has very important meaning even for 
District Annual Fund will be used for projects after "Three Years". Please refer to the figure 
below As shown on vertical axis of this figure, the Rotary year contributed to Annual Fund 
(the first year) will be the "fixed year" to determine the amount will be used three years later, 
the next Rotary year will be the planning year for project, and the following Rotary year is the 
"execution year". 
As horizontal axis shows, we will execute the project planned in the previous Rotary year, plan 
the next Rotary year's project, confirm the amount of fund for the project two years later, and 
make contribution for another three years… This is the mechanism of "SHARE System". 
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寄付者の認証について 
世界中で実施されているロータリーの活動は、ロータリー財団への皆さまからのご寄付を通じて初めて可

能となります。ロータリー財団では、個人やクラブからのご寄付に対して感謝の気持ちを表すために、さま

ざまな認証プログラムをご用意しています。また、ご家族やご友人など大切な方のお名前を冠した基金を

設立する機会もあります。 
 

認証プログラム 
1. ポール・ハリス・フェロー 
●財団に 1,000 ドル以上の寄付をした人、または名義人に贈られる称号です。.年次基金、

ポリオプラス、承認された財団補助金のいずれかに 1,000 ドル以上を寄付した方が対象と

なります。. 
●ご本人以外の名義で寄付することで、ポール・ハリス・フェローの称号を他の会員に贈るこ

ともできます。. 
●新たに認証を受けた方には、認証状と襟ピンが贈呈されます。 
 
2. マルチプル・ポール・ハリス・フェロー 
●ポール・ハリス・フェローのうち、1,000 ドル以上（合計 2,000 ドル以上）の寄付を行った方

に贈られる称号です。財団の認証ポイントを使い、他の会員をポール・ハリス・フェローに

指名することもできます。 
●マルチプル・ポール・ハリス・フェローとしての特別な襟ピンが贈呈されます。 
 
3. ベネファクター 
●1,000 ドル以上を恒久基金に無条件寄付した方は、ベネファクター（後援者）として認証されます。. 
●ベネファクターには、認証状と記念の襟ピンが贈られます。 
●認証品は初回のみで、次回以降の寄付に対しては感謝状が送られます。 
 
4 .ポール・ハリス・ソサエティ（PHS） 
●毎年 1,000 ドル以上を、年次基金、ポリオプラス、財団が承認した補助金のいずれかにご

寄付くださるロータリー会員とロータリー財団支援者を認証するものです。 
●財団に継続的な支援を寄せてくださる寄付者の方々に、感謝の気持ちを示すことを目的と

して PHS 認証状と襟ピンが贈呈されます。 
●パンフレット、またはロータリーWeb サイトのポール・ハリス・ソサイエティページにある入会 

フォームからお申込ができます。 
 
5. 「財団の友」会員 
●年次基金に毎年100ドル以上のご寄付を誓約した方は、自動的に「財団の友」会員として認証されます。 
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6. 「遺贈友の会」会員 
●遺産計画（遺言、生前信託、生命保険等）を通じて合計 10,000 ドル以上の寄付を誓約された方（また

は夫婦）を、ロータリー財団管理委員会より「遺贈友の会」会員として認証します。 
●会員には、名前が刻まれたクリスタル認証盾と襟ピンが贈られます。 
 
7. メジャードナー 
●累積寄付の合計が 10,000 ドルに達した方（または夫婦）をメジャー・ドナーとして認証します。 
●クリスタル製認証品と襟ピン（またはペンダント）が贈呈されます。 
●認証の品は、以下の寄付レベル（レベル 1～4）に基づいて贈られます。 
レベル 4：100,000～249,999 ドル 
レベル 3：50,000～99,999 ドル 
レベル 2：25,000～49,999 ドル 
レベル 1：10,000～24,999 ドル 

 
8. アーチ・クランフ・ソサエティ 
●財団に対して最高レベルの寄付を寄せた方々を称えるのがアーチ・クランフ・ソサエティです。 
●累積寄付が 250,000 ドルに達した方をソサエティ会員として迎え入れ、多大な寄付への感謝の気持ち

として認証ピンやペンダントが贈られるほか、米国イリノイ州エバンストンの国際ロータリー本部での入

会式への招待等、さまざまな特典及び生涯にわたる資格を得ます。 
●国際ロータリー本部にある「アーチ・クランフ・ソサエティ・ギャラリー」（タッチパネル式スクリーン）に肖像

写真と略歴が掲載されます。 
 
 
 
 
 
 
アーチ・クランフ・ソサエティの新認証レベル 
ロータリー財団は 2015 年 7 月 1 日より、アーチ・クランフ・ソサエティの認証レベルに 3 種類の新しいプ

ラチナレベルを追加いたしました。新しい認証レベルは以下の通りです。金額は全て米ドルで表示されて

います。 
 

250,000～499,999 管理委員会サークル 
500,000～999,999 管理委員長サークル 
1,000,000～2,499,999 財団サークル 
2,500,000～4,999,999 管理委員会プラチナサークル 
5,000,000～9,999,999 管理委員会プラチナサークル 
10,000,000 以上 財団プラチナサークル 
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Donor's certification of the Rotary Foundation 
All the Rotary project undertaken all over the world have been established by donations to The 
Rotary Foundation. The Rotary Foundation offer a variety of certification programs to ex- press 
gratitude for individual and club contributions 
In addition, we offer an opportunity to establish a Crown Name Fund with your own name, 
person who you love, family or your friend. 
 

Authentication program 
1. Paul Harris Fellow 
Individuals who have contributed more than $1,000 to the Annual Program Fund, 
the Polio Plus Fund or the Humanitarian Grants Program of the Rotary  
Foundation are recognized as Paul Harris Fellows  You may also present the  
title of Paul Harris Fellow to other members by donating under the name of the  
other person  A certificate and a collar pin will be awarded to those who are  
newly certified. 
 
2. Multiple Paul Harris Fellow 
Paul Harris Fellow have contributed more than $1,000 (over $2,000 in total) will 
be Multiple Paul Harris Fellows. You may be able to use the certification point of 
Rotary Foundation and nominate another member as Paul Harris Fellow. 
A special collar pin will be awarded as Multiple Paul Harris Fellow. 
 
3. Benefactor 
Individuals who have contributed more than $1,000 to the Permanent Fund will be certified 
as a Benefactor (patron). 
The Benefactor will be awarded a certificate letter and a collar pin for commemoration. 
The certificate will be awarded only the first time however a letter of appreciation will be sent 
for next donation. 
 
4. Paul Harris Society 
Individuals who contribute to annual fund or PolioPlus over $1,000 each year, are 
recognized as Paul Harris Society members. 
PHS members will also receive certification points of Rotary Foundation(Points  
may be used for other people to become Paul Harris Fellows). 
You will be awarded a collar pin as a proof of the Paul Harris Society member. 
※ You may fill out the application form or apply on website. 
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5. Rotary Foundation Sustaining Member 
Individuals who promise to contribute more than $100 to the Annual Fund every year will 
automatically be certified as a member of the Rotary Foundation Sustaining Member. 
 
6. Bequest Society 
Couples or individuals who have made commitments of $10,000 or more in their estate plans, 
such as in a will, living trust, or through whole or universal life insurance, can become Be- 
quest Society members All Bequest Society members receive recognition from the Trustees of 
the Rotary Foundation Donors may elect to receive an engraved crystal recognition piece and 
a Bequest Society pin. 
 
7. Major Donor 
Major Donors to The Rotary Foundation are those individuals, married couples who contribute 
an outright or cumulative gift of at least $10,000 to the Annual Programs Fund and/or to the 
Permanent Fund of the Rotary Foundation Members will be awarded crystal-certified items 
and collar pins (or pendants) Certified items are awarded based on the following donation 
levels (levels 1 to 4). 
Level 4: $100,000 - $249,999 Level 3: $50,000 - $99,999 
Level 2: $25,000 - $49,999 Level 1: $10,000 - $24,99. 

 
8. Arch Klumph Society 
The Rotary Foundation's highest tier of donors Those who have 
contributed $250,000 or more during their lifetime Membership in 
the Arch Klumph Society is lifelong Along with recognition pins, 
pendants and invitation to the admission ceremony at Rotary 
International headquarters in Evanston, Illinois, U.S.A. members 
receive several other benefits commensurate with their generosity. 
Their portraits and names and biography added to the Arch C Klumph Gallery (Touch panel 
type screen) at Rotary International World Headquarters. 
The Rotary Foundation has added three new platinum levels to certification level of the Arch 
Klumph Society since July 1 2015 The new authentication levels are as follows. 
 

250,000～499,999 Trustees Circle 
500,000～999,999 Chair’s Circle 
1,000,000～2,499,999 Foundation Circle 
2,500,000～4,999,999 Platinum Trustees Circle 
5,000,000～9,999,999 Platinum Chair’s Circle 
10,000,000 以上 Platinum Foundation Circle 
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冠名の機会 
寄付者または特定の方のお名前のついた「冠名基金」または「冠名指定寄付」が可能です。 
 
●冠名基金 
元金はそのままで、投資収益の一部のみが寄付者が指定したプログラムに恒久的に活用されます。 
・1,000,000 ドル以上：寄付者との相談の上で条件が設定されます。 
・ 500,000 ドル以上：活動参加地区、重点分野または希望する活動地域を指定することができます。 
・ 250,000 ドル以上：活動参加地区と重点分野を指定することができます。 
・  25,000 ドル以上：ロータリーの重点分野のいずれかへの一般的な支援に充てられます。 
・  25,000 ドル以上：国際財団活動資金（WF）またはシェアの支援に充てられます。 
 
●冠名指定寄付 
ご寄付は寄付者が指定した目的に活用され、財団と寄付者が合意した一定の期間内に全額が使用され

ます。 
・グローバル補助金の冠名指定寄付の機会 
・ロータリー平和センター冠名基金設置の機会 
・ロータリー平和センター冠名指定寄付の機会 
 

Major Gift Naming Opportunity 
Every Rotarian will be able to have the fund with your own name, "Named Endowed Fund" or 
"Donor Advised Funds". 
 
●Named Endowed Fund. 
The Endowment is established once the pledge is complete. The Fund, after being established, 
undergoes an investment cycle of 0.5to 1.5years. The earnings generated is made available as 
part of DDF and can be utilized by donor Club for humanitarian projects Endowment Fund. 
$1 million: Establishes customized Named Fund (in consultation with the Trustees) 
$500,000: Named Fund includes 7 Areas of Focus, participating district, and location details of program 
$250,000: Establishes Named Fund with 7 Areas of Focus and participating district 
$100,000: Named Fund includes 7 Areas of Focus 
$25,000: General support to one of the 7 Areas of Focus. 
$25,000: Basic Named Fund Designated to World Fund/PF-SHARE 
 
● Donor Advised Funds 
The Rotary Foundation Donor Advised fund is a convenient way to simplify your charitable 
giving and take advantage of tax savings at the same time. A donor advised fund account is 



 
 

23 
 

similar to an investment account earmarked exclusively for charitable giving. It allows you to 
make contributions and grant recommendations to the Foundation and other preferred 
charities at your convenience In many ways, donor advised giving is like having a personal 
foundation to support your favorite causes, but without the hassles and paperwork An account 
may be established by individuals or Rotary-affiliated groups. 
 

クラブに対する認証 
●100%ポール・ハリス・フェロー・クラブ 
正会員全員がポール・ハリス・フェローとなったクラブ。ロータリー財団から１度限りの特別なバナーが贈ら

れます。 
 
●100%ポール・ハリス・ソサエティ・クラブ 
正会員全員が各ロータリー年度に、年次基金、ポリオプラス基金、グローバル補助金プロジェクトのいず

れかに 1,000 ドル以上寄付したクラブ。 
 
●100%財団寄付クラブ 
正会員全員が、寄付分類にかかわらずロータリー財団へ寄付をし、一人あたりの平均寄付額が少なくとも

100 ドルに達しているクラブ。 
 
●「Every Rotarian, Every Year」／「財団友の会」会員クラブ 
正会員全員が年次基金へ 100 ドル以上を寄付したクラブ。 
 
●年次基金への寄付が上位 3 位のクラブ 
各地区で一人あたりの年次基金への寄付額が上位 3 位のクラブ。一人あたりの寄付額が少なくとも 50 ド

ルであるクラブが対象となります。 
 

Certification for clubs 
100% Paul Harris Fellow Club: A club where all members have become Paul Harris Fellows. 
The club will be awarded a one-off special banner. 
100% Paul Harris Society Club: All club members contributed more than US $1,000 to Annual 
Fund, PolioPlus Fund or Global Grant Project in each Rotary year. 
100% Foundation Donation Club: All club members donate to any kind of Funds of the Rotary 
Foundation The donation should be over $100 per person. 
"Every Rotarian, Every Year"/ "Rotary Foundation Sustaining Members": Club where all 
members donate 100 dollars or more to the Annual Fund. 
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Top three Clubs in District with their average of Annual Fund per member Each club members 
should donate at least $50. 
 

財団認証ポイントについて 
財団認証ポイントとは、年次プログラム基金またはポリオプラスを通じてロータリー財団に寄付をした方、あ

るいは財団補助金の提唱者負担金として寄付をした方に授与されるものです。これらの寄付をした方に

は、1米ドルにつき 1ポイントが与えられます。恒久基金への寄付は財団認証ポイントの対象とはならない

ことにご留意ください。 
寄付者は、自分の認証ポイントを使って（移譲することによって）、自分以外の人をポール・ハリス・フェロ

ー（またはマルチプル・ポール・ハリス・フェロー）にすることができます。財団認証ポイントは、寄付者が亡

くなるまで、または寄付者がポイントを使い切るまで、寄付者ご本人のものとして保存されます（ただし、大

口寄付者が亡くなった場合はその配偶者が認証ポイントを使用することができます）。 
 

認証ポイントについて、Q&A 方式でご案内します。 
Q1 財団認証ポイントを移譲するには、どうすればよいですか？ 
一度に移譲できるのは最低 100 ポイントとなり、認証ポイント移譲の要請書式を提出する際に承認の署名

が必要となります。 
・個人が所有する認証ポイントの移譲を承認できるのは、寄付者ご本人のみとなります。 
・クラブが所有する認証ポイントの移譲を承認できるのは、クラブ会長のみとなります。 
・地区が所有する認証ポイントの移譲を承認できるのは、地区ガバナーのみとなります。 
寄付者個人の認証ポイントをクラブまたは地区に移譲することはできない場合があります。 
 
Q2 亡くなったロータリアンの財団認証ポイントを移譲することはできますか？ 
いいえ。亡くなったロータリアンの財団認証ポイントは無効となります。ただし、例外として、亡くなった方が大

口寄付者である場合には、その配偶者（またはパートナー）がご存命中に認証ポイントをお使いいただけます。 
 
Q3 企業や団体もポール・ハリス・フェローとなることができますか？ 
いいえ。ポール・ハリス・フェローとなることができるのは個人に限られます。その代わりに、1,000 ドル以上

のご寄付を行った企業や団体には、感謝状（財団が発行する表彰状）を贈ることができます。 
 
Q4 亡くなった方にポール・ハリス・フェローの称号を贈ることはできますか？ 
はい。寄付者は、メモリアル・ポール・ハリス・フェローの要請をすれば、なくなった方をポール・ハリス・フェ

ローとすることができます。詳しくは日本事務局財団室までお問い合わせください。 
 
Q5 財団認証ポイントを大口寄付者の認証に使うことはできますか？ 
いいえ。大口寄付者の認証は、個人による直接寄付の累積実額のみが適用されます。 
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Q6 どの報告書を見れば、財団認証ポイントを確認できますか？ 
会員アクセスを通じて、クラブと地区の指導者はクラブ認証概要報告書（Club Recognition Summary）
を見ることができます。この報告書に、認証額、財団認証ポイント、現在のポール・ハリス・フェローのレベ

ル、およびポール・ハリス・フェロー認証の（次の）レベルに達したことを示すデータが記載されています。 
個人の寄付者は、会員アクセスを通じて、自分の寄付履歴、認証額、財団認証ポイントを見ることができ

ます。 
 
Q7 クラブと地区も財団認証ポイントを貯めることができますか？ 
はい。クラブは「クラブ認証概要報告書（Club Recognition Summary）」で、その時点のクラブの認証ポ

イントを確認することができます。 
 
Q8 財団への寄付を奨励するために財団認証ポイントを利用することができますか？ 
会員からの寄付に対し、これと同額の認証ポイントをクラブがこの会員に移譲（マッチング）することで、年

次プログラム基金への寄付を奨励できます。これにより、クラブの年次寄付目標を達成したり、100％ポー

ル・ハリス・フェロー・クラブを実現する可能性も高まるでしょう。 
※認証ポイン ト使用申請書は、 MyRotary からダウンロードできますので、ご利用ください (https://my-

cms.rotary.org/ja/document/paul-harris-fellow-recognition-transfer-request-form)。 

 

About Foundation Recognition Points 
Foundation recognition points are awarded to donors who contribute to The Rotary. 
Foundation through the Annual Fund or PolioPlus, or who contribute to sponsorship of a 
Foundation grant. Donors receive one recognition point for every U.S. dollar contributed to 
these funds Contributions to the Endowment Fund are not eligible. 
Donors can transfer Foundation recognition points to others to help them qualify as a Paul 
Harris Fellow or Multiple Paul Harris Fellow Foundation recognition points belong to the 
original donor until the donor’s death, unless the points are transferred, or until the donor 
uses them (the surviving spouse of a Major Donor may also use the points). 
 

We will guide you the Foundation Recognition Point by Q & A. 
Q1. How do I transfer Foundation recognition points? 
A minimum of 100 Foundation recognition points must be transferred at a time, and you must 
complete and sign the Recognition and Transfer Request The points may not be transferred 
from individuals to a club or district. 
・Individual donors are the only ones authorized to transfer recognition points from their 
individual account. 
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・Club presidents are the only ones authorized to transfer recognition points from a club. 
account. 
・District governors are the only ones authorized to transfer recognition points from a dis- trict 
account. 
 
Q2. Can Foundation recognition points of deceased Rotarians be transferred? 
No These points expire unless the deceased Rotarian was a Major Donor, in which case, the 
spouse/partner maintains control of the Foundation recognition points during his or her 
lifetime. 
 
Q3. Can a business or organization become a Paul Harris Fellow? 
No Only individuals can become Paul Harris Fellows However, businesses and organi- zations 
can receive a Certificate of Appreciation for contributions of $1,000 or more, or transfers of 
1,000 points or more. 
 
Q4. Can a deceased person become a Paul Harris Fellow? 
Yes, A donor can recognize a deceased individual by requesting a Memorial Paul Harris Fellow 
designation. 
 
Q5. Do Foundation recognition points count toward Major Donor recognition? 
No, Only cumulative personal outright contributions count toward Major Donor recognition. 
 
Q6. How are Foundation recognition points tracked? 
Your club and district leaders can view the online Club Recognition Summary, which includes 
the recognition amount, tally of recognition points, current Paul Harris Fellow level, and date 
that level was achieved. 
Through your My Rotary account, you can view your personal contribution history, recognition 
amount. 
 
Q7. Can clubs or districts accumulate Foundation recognition points? 
Yes, Clubs can view their recognition points in the Club Recognition Summary. 
 
Q8. How can I use Foundation recognition points to increase giving to the Foundation? 
Matching outright contributions with Foundation recognition points may help your club reach 
or even surpass its Annual Fund goal, as well as achieve 100% Paul Harris Fellow recognition. 
※ For Application Forms of Foundation Recognition Points, MyRotary Website (https://my-

cms.rotary.org/ja/document/paul-harris-fellow-recognition-transfer-request-form) 
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資金管理委員会 
Stewardship subcommittee 

資金管理委員会は、地区とクラブとの間で締

結したＭＯＵを管理すると共に、補助金管理セ

ミナーを援助します。また、地区補助金（DG）の

報告書をチェックすると共に、各クラブが地区

補助金を使用するプロジェクトの計画・実行・

報告書作成の一助となるチェックリストを見

直し更新します。 

The Stewardship Subcommittee will manage the 
MOU concluded between the district and the 
club and assist the Grant Management Seminar. 
In addition to checking the report of the District 
Grants (DG), review and update the checklist, 
which helps clubs to plan, execute and report on 
projects using District Grants. 
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地区の覚書 （ＭＯＵ） 
・MOU は地区補助金を適正に使用するという覚書です（巻末の資料ページを参照）。 
・MOU を提出するためには、毎年 2 月頃に開催される「補助金管理セミナー」に会長エレクト又は指名

されたロータリアンが出席する必要があります。 
・MOU の提出にあたっては、この MOU を熟読し、その内容を理解した上で署名して、期日までに提

出する必要があります。 
・MOU には、会長エレクト（2021-22 年度会長）及び会長ノミニー（2022-23年度会長）が署名 します。 
但し、提出時に会長ノミニーが選出されていない場合には、後日補完することができますが、プロジェク

ト開始までに補完しなくてはなりません。 
・MOU は指定の用紙を 1 枚提出していただきます。 
・MOU 未提出だと不利益を被る場合があります。例えば、自クラブで補助金を使用する予定がなくても、

他地区からのグローバル補助金（GG）の申し入れを受けることができなくなります。 
 

Memorandum of Understanding 
・The MOU is commitment form to properly use the Grant (see preference page). 
・To conclude the MOU, a club president-elect or a Rotarian nominated by the club must attend 
the grant management seminar will be held on February every year. 
・It is necessary to carefully read and understand MOU deeply to sign and submit it by the due 
date. 
・The MOU must be signed by the President-Elect (2021-22 President) and President Nominee 
(2022-23 President). However, if the President Nominee is not elected at the time of 
submission, the club may be supplemented at the later date, but it must be complemented 
before the start of the project. 
・The MOU request to submit a specified sheet with the signature of President-Elect and 
President Nominee. 
・If MOU is not submitted, your club may suffer disadvantage. For example, even if your club 
do not plan to use any Grant, your club never be able to attend or join any project using Global 
Grant (GG) with other Districts. 

 

地区補助金用チェックリスト 
・地区補助金用チェックリストは、各クラブが実施するプロジェクトの内容・項目について自己審査的に活

用するためのツールです。 
・申請時用のチェックリストは、提出の必要はありません。 
・これらのチェックリストの項目は、過去の申請書や報告書において間違いが多かった項目を集めた もの
です。特に注意を要するのは以下の項目です。 
① ロータリアンの経費（交通費、入場料、飲食費等）への使用 
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（但し、医師、通訳、弁護士などの実行するプロジェクトに密接する専門性がある場合には補助金の

使用が認められる場合がある） 
②補助金専用口座以外からの支払いや引き出し 
③補助金専用口座に利息が生じた場合にこの利息の報告書及び出納帳への不記載 
④振込手数料の報告書及び出納帳への不記載 
⑤申請時に記載のない事項で補助金委員会への相談、事情説明書の添付のないものは認められな

い。 
 

District Grant Checklist 
・District Grant Checklist is a self-assessment tool for the projects of each club. 
・You do not have to submit the those checklist for Application or final report. 
・The contents listed in checklists were the mistakable point in past applications and re-ports. 
Please pay special attention to the following points. 
①Use Grant for expenses of Rotarians (transportation expenses, admission fee, food and 

beverage and so on) (beside expertise such as doctors, interpreters, attorneys and so on) 
②Payment and withdrawal from non-designated bank accounts 
③Not record bank interest on final report and account book. 
④Not record bank transfer fee on final report and account book. 
⑤We will not accept items that are not listed without complement documents consulted 

Grant Committee and the explanation of consultation matter. 
 

報告書の注意事項 
・報告書はプロジェクト終了後、1 ヵ月以内に提出しなければなりません。 
・報告書が期日までに提出できないクラブには補助金返金等のペナルティが課される場合があります。 
・報告書が 5 月 31 日までに提出されないと、次年度の補助金申請の承認が取り消されます。 
・報告書の提出時には、専用口座の残金をゼロ"0"にしなければなりません。 
・報告書には、専用口座の通帳に合わせて作成した預金出納帳を添付しなければなりません（通帳には

相手先・摘要の記載がないため、預金出納帳にこれらの項目を記載します）。 
・報告書には、全ての証憑（請求書・領収証）のコピーを添付しなければなりません。 
・同一プロジェクトを 2 年続けて実施することは NG。 
・補助金報告書と共に、報告時用の 2 枚のチェックリストを提出します。 
・プロジェクト総額が変更になった場合の返金について 

1) クラブ拠出金がプロジェクト総額の減額分を上回る場合には、クラブ拠出金から減額します。 
2) クラブ拠出金がプロジェクト総額の減額分を下回る場合には、これらの差額の残金が 100 ドル以

上の場合には残金全額を地区に返金し、残金が 100 ドル未満の場合にはクラブ会計のニコニコに

繰り入れます。 
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・プロジェクトの内容の大幅な変更は原則として認められません。この場合には、補助金を全額返金しな

ければなりません（例外があるため、担当の補助金委員へ相談すること）。 
・使途指定の現金寄付に地区補助金が使用できます。但し、クラブが主催または共催のプロジェクトに限

ります。この場合、協力団体の情報、購入品や設置場所の写真、購入した総ての品の領収証と請求書

のコピーが必要となります。 
 

Instructions for Final Report 
・The Final Report must be submitted within one month after project completion. 
・Those clubs could not submitted a Final reports by the due date will be imposed penalties 
such as refunds of grant. 

・Those clubs could to submit a Final report by May 31 may not be approved for their grant 
application in next Rotary year. 

・When you submit the Final report, the balance of designated bank account should be set to 
zero "0". 
・You need to attach the account book prepared in accordance with the designated bank book 
with your final report (Bank book will not have record of description of the destination name 
or summary, you will note those items on the account book). 
・All the copy of evidences (invoices / receipts) should be attached to the final report. 
・You will not be allowed to carry out the same project for two consecutive years. 
・Submit two checklists for reporting with the final report. 
・About the refund rule when the total project amount has changed. 
1) If the club contribution amount exceeds the reduction amount of the project total amount, 

the reduction amount should be subtracted from the club contribution. 
2) If the club contribution amount is less than the reduction amount of the project total amount 

and also if the difference balance remain over $100, you should refund the entire difference 
amount to the district, however if it is less than $100, you may carry over as Smile Box. 

・As a general rule, major changes for your project will not be allowed In this case, you must 
refund the full amount of Grant (Exceptions may be accepted, please consult with the Grant 
Committee member in charge). 
・District Grants may be allowed to use for Cash Donation as designated purpose, however it 
must be used for organized or co-hosted projects by the Rotary Clubs. 

 

クラブでの管理 
・地区の覚書（ＭＯＵ）は 5 年間保管しなければなりません。 
・地区補助金の申請書及び報告書（領収証オリジナルを含む）はコピーを 1 部、10 年間保管しなければ

なりません。 



 
 

31 
 

What the club must manage 
・Memorandum of understanding (MOU) must be kept for 5 years. 
・A copy of District Grants Applications and Final reports (including original receipts) must be 
kept for 10 years. 
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補助金委員会 
Grant subcommittee 

私たちはクラブが地元社会や海外で様々な奉

仕プロジェクトを実施するために地区補助金

やグローバル補助金を提供することで支援し

ています。また、補助金事業を奨励することに

よってロータリー財団の存在意義、ロータリー

財団への寄付の重要性を喚起しています。 

We support the clubs by providing the District 
Grants (DG) Global Grants (GG) to implement a 
various project in local communities and abroad. 
We also encourage DG and GG to evoke the 
existence of the Rotary Foundation itself and 
importance of contribution to the Rotary 
Foundation. 
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■地区補助金とグローバル補助金のしくみ 
① 3 年前の年次寄付の 50%が DDF（地区財団活動資金）として、地区にその配分が任されます。その

DDF の 50%を上限として、地区補助金（DG）に使うことができます。（実際には、恒久基金の運用益

の一部も加算されます。）ロータリー財団委員会では、この金額内で、各クラブから申請のあったプロ

ジェクトに配分していきます。尚、予算額に達した時点で締切とします。 
＜例＞. 
たとえば、3 年前の年次寄付が 500,000 ドルだったとしたら…。 

 
 
 
 
 
② DDF より地区補助金分を差し引いた金額に、恒久基金の運用益の地区への配分額と前年度から

の繰越金を足して、更にそこからポリオプラスへの寄付と平和センターへの寄付を差し引いた金額

がグローバル補助金（GG）の予算額となります。 
図式にすると、以下のようになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
③ 私たちの地区ではこの金額を以下のプログラムに配分します。 

1. グローバル補助金（７重点分野のプロジェクト） 
※.グローバル補助金の申請に関しては、後述のグローバル補助金のページをご 覧ください。 

2. RI 第 2750 地区ロータリー財団奨学生 
3. PBG 用ロータリー財団奨学生 
4. VTT（実施する年度のみ配分します。） 

 

District Grant and Global Grant 
① 50% of the Annual Fund three years  ago will be allocated to each District as DDF (District 

Designated Fund)  Each District will be delegated how to use DDF Also it will be used for 
District Grants (DG) up to 50% of the DDF (a part of the investment profit of the 
Permanent Fund may be added) The Rotary Foundation Committee in each District will 

3 年前の年次寄付 
500,000 ドル 

DDFとして戻ってくる額 
250,000 ドル 

DG として使える上限 
125,000 ドル 

DDF として 
３年前の 

年次寄付の

50% 

DG として 
使う額 

恒久基金の運用 
益のシェア分 

＋ 
前年度からの 

繰越金 

ポリオプラス 
への寄付 

＋ 
平和センター 
への寄付 
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allocate to the projects applied from each club within DDF amount Please note that the 
DDF will be closed when the DDF budget runs out. 
<Example>. 
if the Annual Fund three years ago was $500,000 
 

 
 
 
 
② The budget amount of the Global Grants (GG) will be the amount obtained by subtracting 

the District Grants from DDF, add the allocation amount of the Endowment Fund’s 
investment gain to the district and the carryover from the previous year, also deducted the 
sum of the total contribution to PolioPlus and Rotary Peace Center. 
The illustration will be following. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ District 2750 will allocate this amount to the following programs  
1. Global Grants (projects in the Seven Areas of Focus) 
2. The RID2750 Rotary Foundation Scholarship Program 
3. The Rotary Foundation Scholarship for PBG 
4. VTT (This will be allocated budget only for the Rotary year under implementation ) 

 
 
 
 
  

Annual Fund 
three years ago 

$500,000 

Amount of Refund 
as DDF 

$250，000 

Maximum Budget 
available as DG 

$125，000 

50% of Annual 
Fund three 
years ago 
as DDF 

Amount 
used as 

DG 

Share of 
investment gain 
of Endowment 

Fund 
＋ 

Carryover from 
previous Rotary 

year 

Contribution  
To PolioPlus

＋ 
Contribution 

to Rotary 
Peace Center 
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2019-20 年度 第 2750 地区クラブ寄付実績（2022-23 年度補助金支給限度額） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾎﾟﾘｵ･ﾌﾟﾗｽ その他

クラブ名 会員数 寄付金額 １人当りの額 寄付金額 寄付金額 寄付金額 補助金支給額 ３部門達成 支給限度額

東京南 190 37,469.83 197.21 2,000.00 5,971.71 0.00 45,441.54 3,000 1,000 4,000

千 東京芝 50 8,726.00 174.52 1,000.00 1,500.00 0.00 11,226.00 3,000 1,000 4,000

東京新橋 62 9,552.74 154.08 1,000.00 1,916.68 0.00 12,469.42 3,000 1,000 4,000

代 東京赤坂 48 8,327.88 173.50 0.00 2,465.76 1,050.00 11,843.64 3,000 0 3,000

東京みなと 38 7,713.89 203.00 1,000.00 1,454.55 0.00 10,168.44 3,000 1,000 4,000

田 東京麻布 13 1,950.00 150.00 100.00 600.00 0.00 2,650.00 3,000 0 3,000

東京グローバル 21 3,150.00 150.00 0.00 630.00 0.00 3,780.00 3,000 0 3,000

東京サンライズ汐留 21 2,250.00 107.14 0.00 1,235.18 12,075.93 15,561.11 2,000 0 2,000

東京銀座 184 39,120.19 212.61 9,000.00 5,520.00 0.00 53,640.19 3,000 1,000 4,000

銀 東京日本橋 202 30,626.67 151.62 2,000.00 6,172.22 0.00 38,798.89 3,000 1,000 4,000

座 東京築地 71 10,128.34 142.65 0.00 2,200.01 0.00 12,328.35 2,000 0 2,000

日 東京日本橋東 47 7,050.00 150.00 1,000.00 1,410.00 0.00 9,460.00 3,000 1,000 4,000

本 東京中央 211 28,212.18 133.71 2,000.00 4,890.48 0.00 35,102.66 2,000 0 2,000

橋 東京日本橋西 41 6,600.00 160.98 1,000.00 1,320.54 0.00 8,920.54 3,000 1,000 4,000

東京銀座新 74 9,750.00 131.76 1,000.00 2,086.70 0.00 12,836.70 2,000 0 2,000

東京シティ日本橋 41 7,093.40 173.01 1,000.00 1,581.85 0.00 9,675.25 3,000 1,000 4,000

東京中央新 58 10,027.00 172.88 0.00 1,865.79 0.00 11,892.79 3,000 0 3,000

東京あけぼの 21 1,640.57 78.12 398.35 398.35 0.00 2,437.27 2,000 0 2,000

東京山王 34 4,274.99 125.74 0.00 638.43 0.00 4,913.42 2,000 0 2,000

東京羽田 55 8,550.00 155.45 934.58 0.00 0.00 9,484.58 3,000 0 3,000

東京品川 47 12,714.82 270.53 1,000.00 1,657.56 0.00 15,372.38 3,300 1,000 4,300

京 東京大森 40 9,111.15 227.78 2,000.00 200.00 0.00 11,311.15 3,000 0 3,000

東京品川中央 31 9,018.18 290.91 1,000.00 1,000.00 0.00 11,018.18 3,300 1,000 4,300

東京田園調布 48 7,350.00 153.13 1,000.00 1,470.00 1,050.00 10,870.00 3,000 1,000 4,000

東京港南マリーン 20 2,000.00 100.00 0.00 0.00 0.00 2,000.00 2,000 0 2,000

浜 東京大崎 29 4,536.96 156.45 0.00 5,243.22 0.00 9,780.18 3,000 0 3,000

東京蒲田 60 10,111.11 168.52 10,000.00 616.08 0.00 20,727.19 3,000 0 3,000

東京京浜 26 5,314.87 204.42 3,000.00 0.00 0.00 8,314.87 3,000 0 3,000

東京田園調布緑 21 3,685.77 175.51 0.00 708.95 0.00 4,394.72 3,000 0 3,000

東京白金 33 1,242.59 37.65 0.00 955.93 1,050.00 3,248.52 2,000 0 2,000

東京高輪 22 4,140.00 188.18 0.00 0.00 0.00 4,140.00 3,000 0 3,000

東京西 192 31,364.55 163.36 2,280.00 6,514.05 0.00 40,158.60 3,000 1,000 4,000

東京城西 71 16,592.59 233.70 1,000.00 4,115.93 0.00 21,708.52 3,000 1,000 4,000

山 東京西南 52 10,099.08 194.21 1,000.00 1,590.00 0.00 12,689.08 3,000 1,000 4,000

の 東京原宿 21 1,886.65 89.84 0.00 83.86 0.00 1,970.51 2,000 0 2,000

手 東京杉並 39 10,925.00 280.13 2,000.00 2,000.00 0.00 14,925.00 3,300 1,000 4,300

東 東京神宮 27 4,458.69 165.14 0.00 0.00 0.00 4,458.69 3,000 0 3,000

東京恵比寿 120 22,742.97 189.52 0.00 3,600.00 1,050.00 27,392.97 3,000 0 3,000

東京広尾 29 4,857.33 167.49 1,000.00 2,636.83 0.00 8,494.16 3,000 1,000 4,000

東京渋谷 34 8,603.70 253.05 0.00 1,218.38 0.00 9,822.08 3,300 0 3,300

東京六本木 52 12,803.46 246.22 2,037.74 1,583.19 0.00 16,424.39 3,000 1,000 4,000

東京愛宕 30 5,650.00 188.33 1,000.00 1,541.84 0.00 8,191.84 3,000 1,000 4,000

東京世田谷 46 15,953.28 346.81 10,000.00 5,155.26 0.00 31,108.54 3,300 1,000 4,300

山 東京目黒 37 13,982.59 377.91 4,240.74 2,880.28 0.00 21,103.61 3,600 1,000 4,600

の 東京成城 16 2,400.00 150.00 0.00 0.00 0.00 2,400.00 3,000 0 3,000

手 東京世田谷南 100 19,638.25 196.38 2,000.00 3,000.00 5,250.00 29,888.25 3,000 1,000 4,000

西 東京城南 20 351.84 17.59 0.00 46.30 0.00 398.14 2,000 0 2,000

東京山の手 71 12,238.72 172.38 1,000.00 2,186.78 0.00 15,425.50 3,000 1,000 4,000

東京成城新 31 9,195.03 296.61 0.00 1,960.00 0.00 11,155.03 3,300 0 3,300

東京青山 28 83,003.39 2,964.41 0.00 398.16 0.00 83,401.55 4,500 0 4,500

東京自由が丘 15 1,882.76 125.52 0.00 125.19 0.00 2,007.95 2,000 0 2,000

東京世田谷中央 16 2,474.07 154.63 0.00 480.00 0.00 2,954.07 3,000 0 3,000

東京米山友愛 34 6,508.99 191.44 1,415.01 3,130.57 4,515.00 15,569.57 3,000 1,000 4,000

東京米山 Ｅクラブ2750 31 4,482.73 144.60 0.00 125.61 1,050.00 5,658.34 2,000 0 2,000

東京代官山 21 537.07 25.57 0.00 0.00 0.00 537.07 2,000 0 2,000

年　次　基　金 恒久基金
寄付総額
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Club Contribution Records of District 2750 in 2019-20 (Maximum amount of Grant for DG in 2022-23) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

ﾎﾟﾘｵ･ﾌﾟﾗｽ その他

クラブ名 会員数 寄付金額 １人当りの額 寄付金額 寄付金額 寄付金額 補助金支給額 ３部門達成 支給限度額

東京八王子 67 10,050.00 150.00 1,000.00 1,000.00 0.00 12,050.00 3,000 0 3,000

東京町田 56 8,541.66 152.53 0.00 0.00 0.00 8,541.66 3,000 0 3,000

多 東京日野 33 5,100.00 154.55 1,000.00 1,020.00 0.00 7,120.00 3,000 1,000 4,000

東京八王子西 106 18,900.00 178.30 0.00 1,000.00 0.00 19,900.00 3,000 0 3,000

摩 東京町田中 27 1,200.00 44.44 1,000.00 0.00 0.00 2,200.00 2,000 0 2,000

東京八王子東 27 4,350.00 161.11 0.00 0.00 0.00 4,350.00 3,000 0 3,000

南 東京八王子南 76 12,150.00 159.87 2,000.00 2,430.00 0.00 16,580.00 3,000 1,000 4,000

東京町田サルビア 30 5,800.00 193.33 1,000.00 0.00 0.00 6,800.00 3,000 0 3,000

東京飛火野 21 4,600.00 219.05 26,000.00 1,175.66 0.00 31,775.66 3,000 1,000 4,000

東京町田東 29 5,018.68 173.06 0.00 0.00 0.00 5,018.68 3,000 0 3,000

東京八王子北 42 10,000.00 238.10 1,000.00 2,041.10 0.00 13,041.10 3,000 1,000 4,000

東京立川 114 17,978.82 157.71 2,000.00 3,260.85 0.00 23,239.67 3,000 0 3,000

東京小金井 37 5,550.00 150.00 1,000.00 1,969.14 0.00 8,519.14 3,000 1,000 4,000

多 東京国分寺 34 6,503.52 191.28 1,000.00 1,020.00 0.00 8,523.52 3,000 1,000 4,000

東京三鷹 44 23,678.08 538.14 1,000.00 3,289.09 1,050.00 29,017.17 3,900 1,000 4,900

摩 東京昭島 54 11,000.00 203.70 1,000.00 2,853.94 0.00 14,853.94 3,000 1,000 4,000

東京国立 49 4,900.00 100.00 1,000.00 2,517.38 0.00 8,417.38 2,000 0 2,000

中 東京立川こぶし 91 13,899.36 152.74 1,000.00 3,195.26 0.00 18,094.62 3,000 1,000 4,000

東京井の頭 26 3,900.00 150.00 1,000.00 2,387.32 0.00 7,287.32 3,000 1,000 4,000

東京昭島中央 49 8,200.00 167.35 1,000.00 3,290.00 0.00 12,490.00 3,000 1,000 4,000

東京武蔵国分寺 36 9,408.92 261.36 1,000.00 1,158.31 0.00 11,567.23 3,300 1,000 4,300

東京小金井さくら 23 3,000.00 130.43 0.00 300.00 0.00 3,300.00 2,000 0 2,000

東京国立白うめ 16 1,700.00 106.25 0.00 0.00 0.00 1,700.00 2,000 0 2,000
Ｅクラブ 東京ピースウィング 23 1,631.48 70.93 1,000.00 766.30 0.00 3,397.78 2,000 0 2,000

東京府中 58 5,141.85 88.65 1,000.00 2,000.00 0.00 8,141.85 2,000 0 2,000

東京調布 64 9,600.00 150.00 1,009.35 1,920.00 0.00 12,529.35 3,000 1,000 4,000

多 東京多摩 24 2,240.00 93.33 0.00 30.00 0.00 2,270.00 2,000 0 2,000

東京狛江 15 2,250.00 150.00 0.00 13.08 0.00 2,263.08 3,000 0 3,000

摩 東京稲城 30 4,500.00 150.00 1,000.00 1,184.15 2,100.00 8,784.15 3,000 1,000 4,000

東京武蔵府中 42 6,300.00 150.00 0.00 1,260.00 0.00 7,560.00 3,000 0 3,000

東 東京たまがわ 21 4,164.05 198.29 1,000.00 630.00 0.00 5,794.05 3,000 1,000 4,000

東京多摩グリーン 29 4,793.70 165.30 2,090.91 9.26 0.00 6,893.87 3,000 0 3,000

東京調布むらさき 69 10,925.72 158.34 1,000.00 3,958.07 0.00 15,883.79 3,000 1,000 4,000

東京 i シティ 17 2,700.00 158.82 0.00 540.00 0.00 3,240.00 3,000 0 3,000

GUAM 61 100.00 1.64 0.00 0.00 0.00 100.00 2,000 0 2,000

SAIPAN 40 470.00 11.75 0.00 5,200.00 0.00 5,670.00 2,000 0 2,000

Ｐ TUMON BAY 62 3,950.00 63.71 0.00 0.00 0.00 3,950.00 2,000 0 2,000

NORTHERN GUAM 36 1,600.10 44.45 0.00 249.90 0.00 1,850.00 2,000 0 2,000

Ｂ POHNPEI 23 150.00 6.52 0.00 0.00 0.00 150.00 2,000 0 2,000

PALAU 15 100.00 6.67 0.00 1,000.00 0.00 1,100.00 2,000 0 2,000

G GUAM-SUNRISE 17 1,880.00 110.59 0.00 150.00 0.00 2,030.00 2,000 0 2,000

TRUK LAGOON 8 100.00 12.50 0.00 0.00 0.00 100.00 2,000 0 2,000
E-Club of Pago Bay Guam 13 25.00 1.92 0.00 250.00 0.00 275.00 2,000 0 2,000

年　次　基　金 恒久基金
寄付総額
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2022-23 年度 

■地区補助金支給基準 
補助金委員会には、それぞれのグループ担当の委員がおりますので、補助金の申請にあたってのご不

明な点等がありましたら、担当委員に必ずご相談ください。 
尚、担当委員は、プロジェクトが終了し、最終報告書が提出されるまで、サポートをさせていただきますの

で、プロジェクト進行上の問題等が起こりましたら、遠慮なくご相談ください。 
 
●次の３つの項目のいずれかに該当するクラブは、補助金支給の対象外とします。 
1. 3 年前の年次基金への一人あたりの平均寄付額が 0 だったクラブ 
2. 2022-23 年度の補助金管理セミナーを欠席したクラブ 
3. 地区との MOU を締結していないクラブ 
 
●１プロジェクトあたりの補助金支給額を以下の通りとします。 
1. 3 年前の年次基金への一人あたりの平均寄付額が 150 ドル未満のクラブ→1申請あたり 2,000 ドルを

上限とします。 
2. 3 年前の年次基金への一人あたりの平均寄付額が 150 ドル以上のクラブ→1申請あたり 3,000 ドルを

上限とします。 
 
●３年前の年次基金への一人あたりの平均寄付額が 150 ドル以上のクラブは、次のインセンティブ

の条件を満たす場合は、補助金支給額の上限の増額があります。 
1. 3 年前の年次基金、恒久基金、ポリオプラス寄付の 3 つの寄付額が地区目標をクリアしたクラブは、補

助金支給額の上限を 1,000 ドル上乗せします。 
2. 3 年前の年次基金への一人あたりの平均寄付額が 100 ドルプラスされる毎に補助金支給額の上限を

10%の上乗せをします。但し、「650 ドル以上」までの 5 段階で 10%ずつのアップとさせていただきま

す。以下の表を参照してください。 
150 ドル以上 250 ドル未満 → 補助金支給額の上限 3,000 ドル 
250 ドル以上 350 ドル未満 → 補助金支給額の上限 3,300 ドル 
350 ドル以上 450 ドル未満 → 補助金支給額の上限 3,600 ドル 
450 ドル以上 550 ドル未満 → 補助金支給額の上限 3,900 ドル 
550 ドル以上 650 ドル未満 → 補助金支給額の上限 4,200 ドル 
650 ドル以上      → 補助金支給額の上限 4,500 ドル 

3. クラブ合同プロジェクトの場合は、プライマリークラブの条件に準じます。補助金支給額の上限に上乗

せはありません。 
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●補助金支給の条件と注意点 
1. クラブが主催または共催するプロジェクトで、ロータリアンが積極的、直接的に参加するプロジェクトに

限ります。 
2. クラブ拠出金の金額は問いません。 
3. プロジェクトの実施は、2022 年 8 月 1 日以降とします。尚、プロジェクトの最終実施日は 2023 年 4 月

30 日までとします。 
4. 上記の金額はあくまでも上限を設定した金額ですので、ご自身のクラブの補助金支給の上限金額を

ご確認の上、必要とされる補助金金額を申請してください。 
5. 補助金を使用するプロジェクトを行なう際には、必ず報道機関、クラブ会報、ホームページ等で広報を

してください。 
6. 補助金申請の際には、一旦、ドル換算をしていただき、ドル申請とさせていただきます。その際の換算

レートは、2022 年 5 月のロータリーレートとします。尚、支給に際しては、承認をしたドル金額を申請時

のレートでクラブが指定した口座に振り込みます。 
7. プロジェクト終了後、1 か月以内に最終報告書を提出してください。尚、最終報告書の提出期限は、

2023 年 5 月 31 日とします。 
8. 「ロータリー財団地区補助金とグローバル補助金の授与と受諾の条件」（参考資料ページ参照）を必

ず遵守してください。また、後述の「2022-23 年度 2750 地区の補助金支給条件の留意点」の支給基

準にも留意してください 
9. 地区補助金の申請は 1 クラブ 1 件とします。但し、クラブ合同プロジェクトでプライマリークラブでは無

いクラブは、別途他の地区補助金申請が可能です。 
 
●申請受付期間は以下の通りとします。 
受付期間:2022 年 5 月 9 日（月）～6 月 30 日（木） 
※予算額に達した時点で締切とさせていただきます。 
 
●オンライン申請時の添付書類は以下の通りとします 
1.クラブ宛ての見積書 
2.受益者が団体の場合や協力団体がある場合は、その団体の概要が分かる資料（パンフレット等） 
3.残高が 0 円の専用通帳のコピー 
※オンライン申請については、参考資料ページ参照 
 
●申請書で使用する換算レートは以下の通りとします。 
申請書で使用する換算レート（￥→US＄）は、2022 年 5 月のロータリーレートで固定します。 
 
●申請書の審議は以下の通りとします。 
1. 毎月 1 回開催されます補助金委員会で審議します。 
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2. 2021-22 年度に地区補助金を申請されたクラブで、審議日までに最終報告書が提出されていないクラ

ブは、最終報告書が提出された後に承認とします。尚、最終報告書の提出期限である 2022年 5月 31
日までに提出されなかった場合は、取り消しとなりますので、ご注意ください。 

 
●申請後にプロジェクト総額が変更になった場合は、以下の通りとします。 
1. プロジェクト総額の増額については、クラブ拠出金の増額で対応してください。 
2. プロジェクト総額の減額については以下の通りとします。 
 
1）クラブ拠出金がプロジェクト総額の減額分を上回る場合→クラブ拠出金から減額をしてください。 
2）クラブ拠出金がプロジェクト総額の減額分を下回る場合 
→クラブ拠出金から減額した金額を差し引いて、残金が 100ドル以上の場合は地区に残金全額を返金し

てください。残金が 100 ドル未満の場合は、クラブ会計のニコニコに繰り入れる処理をしてください。 
 
●プロジェクト内容変更については、以下の通りとします。 
申請後にプロジェクトの内容が大幅に変更になった場合は、原則として変更は認めません。この場合、補

助金は返金していただきます。但し、補助金委員会と資金管理委員会が変更の理由を正当と認めた場

合を除きます。この場合、変更理由書（書式自由）の提出が必須となります。 
 
●ロータリー財団（TRF）が定めたルールにより、以下の目的には地区補助金が適用できません。 
1. 特定の受益者、団体、地域社会に対する継続的、または過度の支援。 
2. 土地、及び建物の購入。 
3. 募金活動。（募金活動が付随していても良いが、募金活動そのものに補助金を使用することは不可） 
4. 地区大会、創立記念式典などのロータリー行事に関連する経費。 
5. 人道的活動、または教育的活動に直接関連していない広報。 
6. 1,000 ドルを超えるプロジェクトの標識（ロータリーの盾、ロゴ、ステッカー、看板等）。 
7. 他団体の運営費、管理費、間接プログラム経費。 
8. 受益者や協力団体への使途無指定の寄付。 
.→使途指定の現金寄付を行なった場合は、協力団体の情報、購入品や設置場所の写真、購入した全

ての品の領収証のコピーを添付した協力団体からロータリークラブ宛ての領収証が必要。 
9. すでに進行中、または完了した活動と経費。 
10. ロータリアン、ロータリークラブ、ロータリー関係組織、ロータリーの職員、更にこれらの全ての者の配

偶者、直系卑属、直系卑属の配偶者に直接利益をもたらすこと。 
 
●青少年交換学生を支援するプロジェクトを計画する場合の留意点は、以下の通りです。 
1. 補助金対象となる費用 

青少年交換学生の経費（国内旅行、活動費、学用品費等） 
2. 補助金の認められない費用 
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青少年交換学生の生活費（食費、小遣い等）、引率するロータリアンの経費、ホストファミリーに対する

支払。 
注意： １）RI 第 2750 地区では、独自のルールとして、RYLA に対する補助金には適応できません。イン

ターアクトの奉仕プロジェクトのための補助金申請をする場合は、スポンサークラブの申請として

カウントします。 
２）青少年交換学生がロータリアンの直系卑属の場合は適用外となりますので、特にご注意くださ

い。 
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■ District Grants for 2022-23 
The committee members are assigned to each group of our Grant Committee If you have any 
questions about applying for Grant, please contact with the committee any time. In addition, 
since the committee member will support until the project is completed and the final report is 
submitted, please do not hesitate to consult us if you have any problems on the progress of the 
project. 
 
* If any club is applicable to one of 3 conditions below, the subject club is not eligible to the grant. 
1. Per member average contribution to the Annual Fund 3 years ago was $0 (zero). 
2. Nobody has attended the Grant Management Seminar in 2022-23. 
3. A club has not contracted the MOU (Memorandum of Understanding) with the district on 

time. 
* District Grands funding amount per project will be given to any club as follows: 
1. If a club’s per member average contribution to the Annual Fund 3 years ago was less than 

$150 > Maximum District Grants available to the club is no more than $2,000 per application. 
2. If a club’s per member average contribution to the Annual Fund 3 years ago was more than 

$150 > The club will receive maximum of $3,000 per application. 
 
* If a clubʼs per member average contribution to the Annual Fund 3 years ago was more than $150 
and satisfies the following incentive conditions, an additional fund will be added over the maximum 
allowed 
1. If a club cleared the district target amounts on The Annual fund, the Permanent Fund and 

the Polio Plus, on all three, then, an additional $1,000 will be given. 
2. If a club’s per member average contribution to the Annual Fund 3 years ago was more than 

$150 and, with every $100 increment but subject to maximum of $650, the grant amount 
will be increased by 10% in 5 steps as described below. 

 More than $150 but less than $250 > District Fund is limited to $3,000 
 More than $250 but less than $350 > District fund is limited to $3,400 
 More than $350 but less than $450 > District fund is limited to $3,800 
 More than $450 but less than $550 > District fund is limited to $4,200 
 More than $550 but less than $650 > District fund is limited to $4,600 
 More than $650 > District fund is limited to $5,000 
3. If the project is a joint club project, the conditions of the Primary Club will be applied. There 

will be no additional funding to the amount maximum. 
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* Conditions and important points in providing grants. 
1. It must be limited only for organized or co-hosted projects by the Rotary Clubs in which 

Rotarians participate actively and directly. 
2. There is no limitation on club contribution amount. 
3. The implementation date of the project is after August 1, 2022. The completion date of the 

project should be by April 30, 2023. 
4, The above grant amount should be "Maximum Amount of Grant for DG in 2022-23". When 

you apply, please check your club’s maximum amount first and request a required grant 
amount. 

5. When you carry out a project using District Grants make sure to publicly announce it by 
public media, club bulletins, club home page, etc. 

6. When you apply for the grant first convert the application amounts to US dollars. Please 
use exchange rate as of May 2022 Rotary Rate The approved dollar amount based on the 
application amount will be remitted to your designated bank’s account. 

7. Within one month after the completion of the project, submit your final report The report 
should be submitted by May 31, 2023. 

8. Make sure to observe "Terms and Conditions for Rotary Foundation District Grants and 
Global Grans"(see Reference page) Please also note the district's own payment standards 
(see following “Points to note regarding Grant payment conditions for the 2750 district”). 

9. An application for the District Grant is limited to one per club. However, if your club is not 
a primary club in the joint project, you can apply another district grant separately. 

 
＊Accepting period of applications is as follows: 
Period: May 9, 2022 - June 30, 2022. Acceptance will be closed when the budget is exhausted. 
 
* The followings are the application forms and concerned materials ＊see Preference page. 
1. Application for the Rotary Foundation District Grants (DG) 
2. Quotations addressed to the club 
3, If the beneficiary is an organization provide us with materials (brochures, etc.) which 

outlines the organization. 
4. Attached copy of designated bank account showed its balance is 0 or minimum. 
 
＊The Exchange Rate to be used in the application 
The Rotary Exchange Rate (from Japanese Yen to US Dollar) to be used in the application is 
fixed at as of May 2022. 
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* How the applications are reviewed and deliberated 
1. They are reviewed during the monthly Grants Subcommittee meeting 
2. The application submitted by a club which had applied for a grant in 2022-23, but a final 

report of last Rotary year must be submitted at the time of review, then application will be 
approved. However, if the final report is not submitted by May 31, 2022, the approval 
becomes void. 

 
* In the event when a total project amount has changed after the application approval 
1. If the total project amount has increased 
 > The club needs to cover the difference by increasing its contribution amount. 
2. If the project total amount has decreased > Reduce the difference from the club contribution 

amount If the remainder is more than $100 return it to the district If the remainder is less 
than $100 including it into club’s smile box account. 

 
* Change in content of the project 
If the content of the project changes significantly after application, in principle the change will 
not be accepted, in this case you will need to refund the subsidy However, excluding cases 
where the Grant Committee and the Stewardship Committee recognize the reasons for change 
as justified. In this case, it is necessary to submit the reason for change (in any format). 
 
* In accordance with the Restrictions set by the Rotary Foundation, the grant money will not be 
applicable to the following purposes: For more details, please refer to the" Terms and Conditions 
for Rotary Foundation District Grants and Global Grants". 
1. Continuous or excessive support of any one beneficiary, entity, or community 
2. Purchase of land or buildings 
3, Fundraising activities (It is accepted if a fundraising is contingent to the project, however, 

the grant cannot be used for the fundraising activity itself )4. Expenses related to Rotary 
evens such as district conferences and anniversary celebrations 

5. Public relations initiatives not directly related to a humanitarian or educational activity 
6. Project signage in excess of $1,000 
7. Operating, administrative, or indirect program expenses of another organization 
8. Unrestricted donations to a beneficiary or cooperating organization > If restricted donations 

were made to cooperating organizations it is necessary to obtain the following information; 
# Information of cooperating organizations, photos of purchased items and their whereabouts, 

receipts addressed to Rotary Club from the cooperating organizations together with copies 
of receipts of all purchased items. 

9. Activities and expenses already in progress or completed 
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10. The following individuals shall not be candidates, award recipients or beneficiaries of the 
Rotary Foundation program Current Rotarians; employees of clubs, districts and other 
Rotary Entities; spouse, lineal descendants or ancestors of person in the foregoing categories 
and to give them benefit; employees of agencies, organizations or institutions partnering 
with TRF or RI. 

 
* Considerations in planning to support Youth Exchange Projects 

1. Expenses applicable to grants 
  Expenses to youth exchange students (domestic travels, activities, school supplies) 
2. Expenses not applicable to grants 
  Living expenses to youth exchange students (meals, pocket money), expenses for 

accompanying Rotarians, payments to host families 
 
Notes-1: In RI District 2750, by its own rule, the above expenses are not applicable to RYLA 

grant. Application for Interact service projects will be considered as sponsor club’s 
application. 

Notes-2: Please note that if lineal descendants of Youth Exchange Students are Rotarians, 
Grants must not be applicable 
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2022-23 年度 

■2750 地区の補助金支給条件の留意点 
１．ロータリー財団の運用ルール変更に伴い、従来と変更になった点 補助金プロジェクトの持続可

能性を強調するロータリー財団の理念により「特定の受益者、団体、地域社会に対する継続的支

援はできません」 
①2 年続けて同じ対象には支給できないことになります。 
②プロジェクト内容を変えても同じ対象に対しては補助金は支給できません 
③従来認められていた生徒が入れ変わる学校も 2 年続けては支給できません 
④上記の地域社会の範囲は、市町村となります 
 
２．諸手続きについて 
①協力団体(NPO 法人、行政など)に代金を支払い製品やサービスを購入してもらい受益者に寄贈する

場合 協力団体が製品等を購入した際の領収書写しが必要です 
②補助金報告書に添付する支払いの証憑は、領収書を基本としますが、請求書と振込記録両方が揃え

ば OK とします。 
③プロジェクトのすべての入出金は、補助金専用口座にて行ってください。クラブの他の会計口座と混用 

しないでください。 
④申請時と実施時において、受益者や費用の使途等を変更することはできません。 
 状況の変化等がありましたら事前に補助金委員に相談をお願いします。 
⑤受益者およびプロジェクトに関わる費用の支出先にロータリアンやその親族・所属する団体や会社等

が 含まれないようにしてください。 
申請時に必要な書類 

１．オンライン上の申請書入力項目 
２．受益者が団体の場合や協力団体がある場合、その団体の資料（オンラインファイル添付資料） 
３．見積書（オンラインファイル添付資料） 
４．補助金専用口座の通帳のコピー（表紙と残高ゼロのページ）（オンラインファイル添付資料） 

報告時に必要な書類 
１．オンライン上の報告書入力項目 
２．広報資料等が必要となります（オンラインファイル添付資料） 
例 新聞記事、受益者のホームページでの掲載、寄贈品にはられたクラブ名プレート、受益者からの

感謝状 
３．金銭出納帳（オンラインファイル添付資料） 
※オンラインの場合、２、３の書類は添付ファイルでアップロードしてください。 
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2022-23 

■ Points to note regarding Grant payment conditions for the 2750 district 
1. Changes from the past due to changes in The Rotary Foundation's operational rules 
The Rotary Foundation's philosophy of emphasizing the sustainability of grant projects 
"cannot provide ongoing support for specific beneficiaries, organizations, or communities." 
① It will not be possible to pay to the same target for two consecutive years. 
② Even if the project content is changed, Grants cannot be provided to the same target. 
③ Schools where previously accepted students can be replaced cannot be paid for two  

consecutive years. 
④ The scope of the above community is the municipality. 
 
2. About various procedures 
① When a cooperating organization (NPO corporation, government, etc.) pays the price to 

purchase a product or service and donates it to a beneficiary, a copy of the receipt when the 
cooperating organization purchases the product, etc. is required. 

② The payment voucher attached to the subsidy report is based on the receipt, but it is Oki f 
both the invoice and the transfer record are available. 

③ All deposits and withdrawals of the project should be done in the subsidy account. Do not 
mix with other club accounting accounts. 

④ The beneficiaries and the use of expenses cannot be changed between the time of 
application and the time of implementation. If there are any changes in the situation, 
please consult with the subsidy committee in advance. 

⑤ Make sure that the beneficiaries and expenses related to the project do not include 

Rotarians, their relatives, affiliated organizations, companies, etc. 
Required Documents for Application 
1. Application Form 
2. If the beneficiary is a group or if there is a cooperating group, the materials of that group 
3. Quotation 
4. A copy of the passbook of the subsidy account (cover and zero balance page) 
Required Documents for Final Report 
1. Report Form 
2. Public relations materials etc. are required 

Ex) Newspaper article, posting on the beneficiary's homepage, club name plate attached to 
the donation, letter of appreciation from the beneficiary 

3. Money account book 
* For online application, please upload a few documents as attachments. 
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オンライン申請書・報告書 
オンライン申請及び報告は、下記のサイトにアクセスします。 
https://rid2750.org/trf/ 
 
「補助金委員会-Grants Sub Committee」のページで「2022-23 年度 DG オンライン申請システム」をク

リックしてください。 
ログイン画面が表示されます。クラブに配布される ID とパスワードを入力し、ログインします。 
 
 
 
 
 
 
「申請書/報告書」ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
一覧表の「＊選択してください＊」をクリックします。 
 
 
一覧表の「＊選択してください＊」をクリックします。 
 
 
 
 
 
新規作成の場合は、「新規作成」ボタンをクリックします。 
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提出日を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グループを選択すると、グループ所属のクラブ名が表示されます。クラブ名を選択すると、担当者名も自

動的に入力されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
データを入力します。プロジェクトのための収入合計額、プロジェクト支出合計額及びプロジェクト 総予算

（Ｕ＄換算）は、は自動的に計算されます。 
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見積書やチェックリスト、資料などの添付ファイルのアップロードは、「参照」ボタンをクリックし、 データを

選択します。 
※複数ファイルを添付は、先頭画面にある「保存」ボタンをクリックして、「参照」ボタンで添付する、を繰り

返してください。 
 
 
 
 
 
 
入力が終了したら、「提出」を選択します。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
すべての入力が終了したら、画面上に戻り「保存」ボタンをクリックし、「閉じる」をクリックします。これで申

請が完了します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
※すでに入力・登録したものは一覧表にデータが表示されます。修正する場合は、保存されている入力

データ を選択して「編集/開く」ボタンをクリックします。 
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                      ↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      ↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※報告書は、申請書の後にあります。「編集/開く」ボタンで編集モードにして入力してください。 
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■DG Applications and Reports for PBG 
●How to Apply DG Application and submit the Final Report 
Please contact Grant Subcommittee for applying District Grant. This Grant is based on 
Japanese currency transferred from dollar base when this Grant paid to District, so District 
will deposit Grant as Japanese currency District Grant Committee will introduce the way how 
to apply Grant for each case. Please do not hesitate to ask us. 
 
● DG Application form 
1. Download the complete application form from The Rotary Foundation homepage in the 

RI2750 District or ask the Grants Subcommittee member in charge of the PBG group. 
2. Submit the application to the Grants Subcommittee member in charge of the PBG group 

and request confirmation of the application contents. 
3. The person in charge confirms the content and discusses the content until consent is given. 
4. After the consent of the person in charge, the application form will be converted to PDF and 

sent to the vice chairman in charge of DG of Grants Subcommittee. 
5. It will be deliberated by the Grants Subcommittee, and if there are any deficiencies in the 

content, feedback will be given to the Grants Subcommittee member in charge of the PBG. 
If it will be approved, start the project after July 1st 

6. If you have any questions during project execution or if there is an unavoidable change in 
the project, promptly contact the Grants Subcommittee member in charge of the PBG to 
discuss it. 

 
● DG Final Report 
1. Download the complete report from The Rotary Foundation home page in the RI2750 district 

or ask the Grants Subcommittee member in charge of the PBG group. 
2. Submit the report to the Grants Subcommittee member in charge of the PBG group and 

request confirmation of the report contents. 
3. The person in charge confirms the content and discusses the content until consent is given. 
4. After the consent of the person in charge, convert the report to PDF and send it to the vice  
chairman in charge of DG of the subsidy committee. 
* It may be received by a member of the committee and sent on your behalf. 
5. It will be deliberated by Grants Subcommittee, and if there are any deficiencies in the 

content, feedback will be given to the Grants Subcommittee member in charge of the PBG. 
If approved, the project is complete. 
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●the Grants Subcommittee member in charge of the PBG  
Noel Boylan (Pohnpei Rotary Club) 

 
● Application Form and Report download page site 
The Rotary Foundation Committee Home Page, Rotary International District 2750 
https://rid2750.org/trf 
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2022-23 年度 

■グローバル補助金支給基準 
補助金委員会には、グローバル補助金の専門チームを配置しています。 
グローバル補助金を申請される際には、このグローバル補助金専門チームに必ず DDF の申請をする前

に連絡をとり、事前の打ち合わせをしてください。グローバル補助金担当者は、プロジェクトの立案、資金

計画、申請書の作成方法等のアドバイスをさせていただきます。 
 
●次の 3 つの項目のいずれかに該当するクラブは、補助金支給の対象外とします。 

１．３年前の年次基金への一人あたりの平均寄付額が０だったクラブ 
２．2022-23 年度の補助金管理セミナーを欠席したクラブ 
３．地区との MOU を締結していないクラブ 

 
●グローバル補助金の対象となるプログラムの条件 
１．７重点分野の一つ以上に関連しているプロジェクトであること 

１）平和構築と紛争予防 
２）疾病予防と治療 
３）水と衛生 
４）母子の健康 
５）基本的教育と識字率向上 
６）地域社会の経済発展 
７）環境の保全 

2. 持続可能なプロジェクトであること 
補助金終了後も地域社会の人々が自力でニーズに取り組めるよう支援することによって長期的な解決

策をもたらすこと 
3. 測定可能なプロジェクトであること 

評価に用いる基本データを記録し、少なくとも 3 年間どのような変化がもたらされたかを具体的に示せ

るようにすること 
4. プロジェクト終了後 2 ヶ月以内に最終報告書を提出すること 
5. 中間報告をすること 

プロジェクト期間は 1 年以上でも問題ないが、12 ヶ月毎に中間報告書を提出する必要があります。（補

助金の支払日を起算として 12 ヶ月以内に提出する） 
6. 「ロータリー財団地区補助金とグローバル補助金授与と受諾の条件」を遵守すること 
7. プロジェクト総額が 30,000 ドル以上であること 
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●補助金について 
グローバル補助金は WF（国際財団活動資金）と DDF（地区活動資金）からの補助金の両方から受け

取ることができます。 
ロータリー財団からの補助金（WF 国際財団活動資金） 
それぞれの地区からのDDFに対しては80%の割合で支給されます。この補助金（WF）の合計が15,000
ドル以上 200,000 ドル以下であることがグローバル補助金成立の条件となります。尚、プロジェクト実施国

側の最低拠出金に関する制約はありません。 
 
DDF（地区活動資金）からの補助金 
グローバル補助金にはロータリー財団からの補助金（WF）だけでなく、地区の DDF からグローバル補助

金用の予算も使うことができます。申請はまず、地区補助金委員会に連絡し、オンライン申請入力後、

PDF 化して補助金委員会宛てに提出してください。また、可能な限り見積書のコピーを添付して下さい。 
注:クラブから提出された DDF からの補助金申請が補助金委員会で承認されていない場合は、本申請

の承認ができませんので、ご注意ください。 
申請受付期間 2022 年 3 月 1 日から 2023 年 1 月 31 日 
※年度ごとに申請条件が変わる可能性があるため 
※申請はいつでも行えます。 

 
支給額 
RI 第 2750 地区内のクラブがプライマリースポンサー（インターナショナルスポンサー又はホストスポンサ

ー）になるプロジェクトの場合は、各プロジェクトへの DDF 交付額はクラブの拠出金の最大 10 倍となりま

す。 
1 件につき 20,000 ドルを上限としますが合同プロジェクト等プロジェクト内容、規模によっては上限を上

回る（上限は 30,000 ドル）場合もあります。また、地区内のクラブがプライマリースポンサー以外の協力ク

ラブ（協同提唱者）としてプロジェクトに参加する場合は、DDF はクラブ拠出金 2 倍まで（上限は 10,000
ドル）となります。 
 
●グローバル補助金の申請について 
RI のホームページからオンラインで申請します。ログインした後、ロータリー財団→補助金申請ツール→
グローバル補助金と進んで下さい。「グローバル補助金オンライン申請手続き」に申請内容の詳細が記載

されています。 
地区 DDF を使用する場合は、オンライン申請を行い、PDF で出力したものをつけて DDF 申請書を補

助金委員会に提出して下さい。オンライン申請はクラブのプロジェクト担当者が直接入力する必要があり

ます。（補助金委員会での入力代行はできません。但し入力方法のアドバイスは致します）DDF 使用の

場合はガバナー、地区ロータリー財団委員長の署名（チェック）が必要です。 
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●グローバル補助金の申請の際に現地調査が義務付けられました。 
2018 年 7 月 1 日より、グローバル補助金の申請には、現地調査を行なうことが義務付けられました。この

現地調査を行なうことによって、プロジェクトを行なう際に最も重要なニーズを知る必要があります。この現

地調査は、実施国側のロータリークラブでも援助国側のロータリークラブでも、どちらが行なっても構いま

せん。基本的には、経費の関係からも実施国側のロータリークラブに行なっていただく方が良いかと思い

ます。 
この現地調査の方法として、「フォーラム（住民会合）の開催」「アンケート調査の実施」「インタビュー調査

の実施」「フォーカスグループ（座談会）の開催」「地域リソース調査の実施」「マッピング調査の実施」の 6
つの方法があります。数人の地元関係者と話をするだけでは、地域社会のニーズを理解することができま

せん。しっかりとした調査を是非行なってください。 
「現地調査の方法」並びに、調査結果の報告用の「地域社会調査の結果フォーム」につきましては、地区

ロータリー財団委員会のホームページ（https://rid2750org/trf/）でご確認ください。 
 
●申請受付期間   
2022 年 3 月 1 日から随時申請可能となります。但しロータリー財団の WF がなくなり次第受付終了とな

ります。 
 
●グローバル補助金のながれ 
申請（地区 DDF を使用する場合は補助金委員会の承認が必要です） 

①補助金委員会に相談 
②GG のオンライン申請→PDF化し、 
③の書類とともに補助金委員会に DDF 利用の有無を提出 
④地区補助金委員会で DDF の使用承認 
(地区 DDF を使用する場合はガバナー、地区ロータリー財団委員長が署名を行う） 
⑤ロータリー財団本部の職員が申請内容を確認 
（不足資料がある場合はロータリー財団職員より直接プロジェクト担当者に連絡が行きます） 
⑥ロータリー財団本部の承認 
（提唱者に承認の通知、支払方法の連絡が行きます） 
※ロータリー財団本部が申請に必要な情報を受理した時点から承認まで約 4 週間かかります。 尚、

申請後 6 ヶ月以内に承認されない場合、申請は取り消されます。 
④以降は提唱者（クラブ）とロータリー財団本部の直接のやり取りとなります。 

 
支払 

①提唱者が銀行口座情報を提出、同意書に署名、クラブ拠出分を支払う。 
②ロータリー財団本部からの補助金の支払い 
※ロータリー財団本部が銀行口座情報、署名済みの契約書、クラブ／地区からの拠出分を受理した    
時点から補助金の支払まで約 2～4 週間かかります。 
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報告 
①提唱者がプロジェクト終了迄 12 ヶ月毎にオンラインで中間報告書を提出。最終報告書はプロジェク

ト終了後 2 ヶ月以内 
②ロータリー財団本部職員が内容を確認（不足情報があればロータリー財団職員より直接プロジェクト

担当者に連絡が行きます） 
③適切な最終報告書が受理された時点で補助金プロジェクトが終了となります。（プロジェクト完了の連

絡が提唱者に送付されます） 
 

●その他の注意事項 
①クラブは同時に 10 件のプロジェクトのプライマリースポンサー（代表協同提唱者）になることができま

す。プロジェクトが終結（最終報告書が TRF に受理された後）すればカウントの対象外です。また、

プライマリースポンサー以外（協同提唱者）の場合は 10 件にカウントされません。 
②補助金はプロジェクト毎に専用口座を開設し管理する必要があります。（無利息型の口座を推奨、残

高をゼロにすることにより再利用は可能）補助金の受領や業者への支払い等、全て当該口座より行

って頂きます。補助金の使用が終了した後、通帳は 10 年間保存する必要があります。 
③グローバル補助金の WF（国際財団活動資金）からの最低補助金額は 15,000 ドルです。7 重点分

野 に該当するプロジェクトであっても WF からの補助金がこの最低限度額に達しない場合、グロー

バル補助金は成立しません。 
④グローバル補助金では、評価に用いる基本データを記録し、少なくとも 3 年間どのような変化がもた

らされたかを具体的に調査をしなければなりません。ロータリー財団からの監査が入る場合がありま

すので、プロジェクト終了後 3 年間の調査結果を必ずクラブで保管してください。 
 

■ Global Grants for 2022-23 
Grant Committee prepare a specialized team for Global Grant. 
If you would like to apply Global Grant, please contact Grant Committee for application 
include using DDF first then step to the online application. "Global Grant Staff", will give 
advice on project planning, financial planning, how to prepare application forms and so on. 
* If any club is applicable to one of 3 conditions below. 
, the subject club is not eligible to the grant. 

1. Per member average contribution to the Annual Fund 3 years ago was $0 (zero). 
2. No club member has attended the Grant Management Seminar in 2022-23. 
3. A club has not contracted the MOU (Memorandum of Understanding) with the district on 

time. 
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● Conditions for Global Grants Application 
1. The project using Global Grants should be related the following 7 Areas of Focus 

1. Peace building and conflict prevention 
2. Disease prevention and treatment 
3. Water, sanitation, and hygiene 
4. Maternal and child health 
5. Basic education and literacy 
6, Community Economic Development 
7. Supporting Environment 

 
2. Have a long-term, sustainable impact 
Provide a long-term solution by supporting local people to manage their needs on their own 
after Global Grants projects. 
 
3. Should be a measurable project 
Record the basic data used for evaluation and show specifically change and development for at 
least 3 years. 
 
4. Submit the final report within 2 months after the end of the project 
5. Progressive Report 
The Progressive Report will be necessary for those projects may not be completed within a year.  
You may need to submit another progressive report every 12 months (you will submit those 
Progressive Reports within 12 months from the date you received Grant). 
6. To comply with Terms and Conditions for Rotary Foundation District Grants and Global Grants. 
7. Total amount of the project has to be over $30,000. 
 
●Benefits of Global Grants 
You will receive both WF (World Fund) and DDF (District Designated Fund) for Global Grants 
WF (World Fund) 
WF will be 80% of District DDF. 
 
Host club will not have any monetary restriction on minimum contribution DDF (District 
Designated Fund) 
You may be allowed to use the budget of DDF for global grants besides World Fund (WF). If 
you would like to apply DDF, please contact with Grant Subcommittee for DDF approval. Also 
please attach copies of the estimates as much as possible. 
Note: It is necessary to contact with Grant Subcommittee for DDF approval.  
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Application period: 1 March 2022 to 31 January 2023. 
In the case of a project in which the clubs in District 2750 become primary sponsors 
(international sponsors or host sponsors), the DDF amount for each project will be up to 10 
times as the club’s contribution. 
DDF will be limited up to $ 20,000 per project, however Joint-Projects with plural clubs, or 
those projects have extreme contents or large scales might be approved to receive additional 
DDF exceeding the limit (The limit should be $ 30,000). 
Also, if the clubs in the district will participate as a cooperate club (co-sponsor) other than the 
primary sponsor, the DDF will be 2 times as the club contribution (the limit should be $ 10,000). 
 
● Application for Global Grants 
You should access RI website and apply on online. Sign in and access to "The Rotary 
Foundation" then "Grant Application Tool". Global Grants Details for the application will be 
found in " A Guide to Global Grants ". 
If you would like to use the DDF, contact to Grant Subcommittee for DDF approval. 
Online application must be entered directly by club members (Grants Subcommittee will not 
substitute input, but they are happy to help and advice for online application) 
If you would like to use DDF, you also need those authorization of the governor and the Chair 
of the Rotary Foundation committee for approval. 
 
● Conducting appropriate Community Assessments for humanitarian was required 
The Trustees of The Rotary Foundation agreed that grant sponsors, beginning 1 July 2018 
must conduct appropriate Community Assessments for humanitarian and vocational training 
team global grants. A community assessment can help you get a better understanding of the 
dynamics of your community and help both you and the beneficiaries make important decisions 
about service priorities. The Community Assessment conducted by either the host Rotary club 
or the international partner club Basically, we suggest it will be done by the host Rotary club 
for the expense reasons. We suggest Six community assessment tools, "Community Meeting", 
"Survey", "Interview", "Focus Group", "Asset inventory" and "Community mapping". Having 
casual conversations with just one or two people isn’t an effective way of finding out what a 
community needs Assessments should be systematic, involve a wide variety of community 
stakeholders and beneficiaries, and engage them in a meaningful way. 
For more information about "Community Assessment Tools" and "Global Grants Community 
Assessment Results", please access our district website "https://rid2750 org/trf/". 
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● Application Period 
You will be able to apply from March 1, 2022, however, the application will be closed with 
exhausted the WF budget. 
 
● Flow of Global Grants 
Application (If you use district DDF, approval of Grant Subcommittee is required.）. 
① Consult with the Grants Subcommittee 
② Fill out online application and print all as PDF 
③ Submit it to Grant Subcommittee for DDF approval. 
④ Grant Subcommittee approve DDF 
  (If you use DDF, Governor and Chair of the Rotary Foundation Committee must approve). 
⑤ The staff of The Rotary Foundation Headquarters confirms the content of the application 
  (If there are missing materials in the application documents, the staff of the Rotary 

Foundation will contact the person in charge of the project (primary contact) directly). 
⑥ Approval of The Rotary Foundation Headquarters 

(Notification of approval, notification of payment method will be informed to applicant) 
 * It will take about 4 weeks for approval since applicant had submitted necessary application 

documents. In addition, if the application may not be approved within 6 months, then the 
application will be canceled. 

  *Hereafter ④, the applicant (club) and the Rotary Foundation headquarters will contact 
each other directly. 

 
 
Payment 
① The applicant submits the bank account information, signs the consent form, and will pay 

club contributions. 
② The Rotary Foundation headquarters pays Grant. * It will take about 2 to 4 weeks the 

Rotary Foundation headquarters to accept payment of bank account information, signed 
contracts, grants from clubs / districts, and pay Grant. 

Report 
① The applicant has to submit Progressive Report on online every 12 months until the project 

will be over. 
Final Report must be submitted within 2 months after completion of the project. 

② The staff of The Rotary Foundation Headquarters confirms the contents. 
 (If there are missing documents, the Rotary Foundation staff will contact primary contact 
of project) 
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③ The project will be end when the appropriate Final Report will be accepted (The project 
completion notification will be sent to the applicant). 

  
● Other Notes 
① Clubs would be able to be primary sponsors (representative collaborators) of 10 projects at 

the same time. If the project is closed (after the Final Report has been accepted by TRF) it 
will not count as one. Also, if you are not a primary sponsor (co-sponsor) it will not be counted 
as one of 10 projects. 

② Grant must be managed on designated bank account for each project. 
(No-interest type bank account might be recommended. You could reuse same bank account 
by setting the balance to zero). 
All process of deposit or withdrawal, such as receipt of Grant or payment to a contractor, 
must use this designated bank account. 

③ WF (World Fund) must be at least $ 15,000 or more for approval of Global Grant application, 
   Even if the project is related to the 7 Areas of Focus, unless the amount of WF has reached 

this minimum limit ($15,000), the Global Grant will never be approved. 
④ If the club conducts a project using Global Grant, it must record the basic data used for 

evaluation and specifically investigate what kind of change has occurred for at least three 
years  Since the Rotary Foundation Headquarters may audit, you must keep the survey 
results for three years after the project will be completed. 
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奨学・学友・ＶＴＴ委員会 
Scholarship, Alumni, VTT subcommittee 

この委員会は、３つの仕事を行なっています。一つ目

は、ロータリー財団のグローバル補助金を利用した

奨学生を募集、選考、派遣する仕事です。二つ目は、

その奨学生が帰国後に入っていただく学友会をサポ

ートする仕事です。そして三つ目は、VTT（Vocational 
Training Team＝職業研修チーム）が実施される年度

に、そのチームの派遣にかかわる仕事をします。特

に、奨学生に関しては、募集から派遣までが長期に

わたり、また、ロータリー財団本部との手続きや派遣

先のロータリークラブとの調整もしなければならな

いため、かなり専門的な知識が要求されます。 

Scholarships, Alumni, VTT Subcommittee has 3 duties. 
1)To accept applications for scholarship applications 

using the Rotary Foundation's global subsidy, and to 
screen and send them where they will study. 

2)To support the Alumni Association consist of 
scholarship graduates. 

3)To manage VTT (Vocational Training Team) and send 
them where they will be trained during the Rotary year 
it will be im-plemented. 

 
Especially the Scholarship works to screen applications 
and candidates, contact with the Rotary Foundation 
Headquarter and both host and partner, will required 
considerable expert knowledge. 
RID2750 Rotary Foundation Scholarship, Alumni and 
VTT Sub-committee 
 
・ Select and manage RID2750 Rotary Foundation 
Scholars recommended by clubs. 

・Support RID2750 Alumni Association. 
・Support VTT project. 
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国際ロータリー第 2750 地区ロータリー奨学金 
 
1)奨学生の募集 
「国際ロータリー第 2750 地区ロータリー奨学生」と称し、グローバル補助金を利用します。基
本的にクラブ拠出金はありません。(奨学生クラブ招待費や奨学生名刺製作費等を除く。) 
 

2)奨学生の応募から選考、派遣までの流れ 
・対象者は 7 つの重点分野に関して研究する者に限られます。国際親善奨学生の様に芸術や文学、音

楽と言った分野は、グローバル補助金の対象外となります。 
・奨学生は、条件を満たしている限り、年齢を問いません。 
・奨学金の期間は、大学院又はそれに相当するレベルの 1 学年度です。 
・奨学金には、授業料、旅費、生活費、その他ロータリー財団承認の教育関連の費用が含まれますが承

認前に支出した経費は対象になりません。(留学先への航空券代等の支払いに注意) 
・応募者は、第 2750 地区に本籍・在住・在勤・在学者のどれかに該当する方としています。応募は応募

者の最寄りのロータリークラブか、又はガバナー事務所宛てに申込みします・応募期間は毎年 7 月 1 日

～10 月 31 日となります。 
・概ね 11 月中旬に当委員会の主催する一次選考試験を受験し、その合格者はガバナー面接を行い、ガ

バナー承認後、第 2750 地区ロータリー奨学生候補者となります。候補者はロータリー財団本部(TRF)
の審査を受け、正式のロータリー奨学生として承認されます。 
・クラブ推薦の奨学生候補者はそのクラブにて輩出し、推薦無き応募し候補者と選定される場合は当委

員会より、候補者所在の地域の各クラブに推薦させて頂きます。 
・2 月～5 月に当地区内のクラブをスポンサークラブとして選定、また留学先大学院の最寄のクラブをホス

トクラブとして選定致します。クラブは会員より 3 名の委員を選任して頂きます。 
・クラブ及び委員選任後、MyRotary によるグローバル補助金のオンライン申請にて、申請書を作成して

頂きます。（申請書作成に関しましては当委員会がサポート致します。） 
・スポンサークラブ、ホストクラブとも奨学生をロータリーファミリーとして迎え入れ、例会出席や卓話、地区

大会への出席等をフォローして頂きます。 
・留学終了後は第 2750 地区学友会のメンバーとして、奨学生は登録し活動を続けます。 
・グローバル補助金を利用した奨学生のプレチェック・申請書等の提出はオンラインとなりますので、地区

財団委員会のホームページをご参照下さい。 
 
3)募集人数と奨学金の額 
・奨学生の募集人数は、年度によって異なりますが、概ね 4～5 名(他 PBG は 1 名)程度となっています。 
・奨学金の期間は 1～4 学年度まで認められていますが、複数年度問わず、奨学金の額は一律 40,000
ドルになっています。 
・奨学金の予算は地区DDFより 22,223ドル、WFより17,777ドルの内訳にて計 40,000ドルとなります。 
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4)グローバル補助金を利用しない奨学金 
・当地区では 7つの重点分野を対象としたグローバル補助金を利用したロータリー奨学生のみを取り扱っ

ております。同制度に縛られないクラブ独自で輩出する奨学生は DG をご利用下さい。 
 

RID2750 Rotary Foundation Scholarship Program 
 

1)What is "RID2750 Rotary Foundation Scholarship Program" 
We call " RID2750 Rotary Foundation Scholarship Program " using Global Grant. 
Basically there are no club contributions. (Excluding meeting participation fee or name card 
expenses etc.) 

 

2)Applying, Selection and Dispatch for Scholars 
・The Global Grants Scholarship candidates 'fields of study should closely connected with  
Rotary's 7 Area of Focus. Artistic Fields such as Music, literature or Fine arts will not be 
applicable. 
・Candidates must meet the proper standards and conditions  There is no age limited. 
・The terms of scholarship extend one year  Those candidates should have the appropriate 
qualifications and ability to be accepted as graduate school or equivalent grade. 
・This scholarship will be used for tuition, boarding fee (economy round-trip airfare),  living 
expenses, insurance, and also educational expenses approved by The Rotary Foundation  
Please take notice any previous payments or costs, including air flight tickets or insurance 
fee, before approving will not be applicable (Pay attention to air ticket of study abroad 
destination) 
・Applicants has a permanent address or must be resident, employee, student in the 2750 area  
Apply to nearest Rotary club or to the governor's office where you live or work. 
・The application period will be July 1 to October 31 every year. 
・Applicants will take the primary selection examination of this committee in mid-November, 
those who pass this examination will be interviewed and approved by the governor and 
become candidates. Candidates will be reviewed by The Rotary Foundation Headquarter 
(TRF) and approved as official Rotary scholars. 
・Candidates will apply with nearest Rotary clubs where candidates live or work Between 
February and May  Those candidates who do not have any club to recommend will be 
recommended to the Rotary club by our Committee. 

・We will select sponsor clubs in our district, also select the host club near the graduate school 
to study abroad  Those club will appoint three members for Global Grant application. 
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・The sponsor and host club will appoint a member in charge who apply Global Grants in 
MYRotary site. (We will definitely support for online applications.) 

・Sponsor and host clubs will welcome scholarships as a Rotary Family and encourage them to 
attend club meetings, table speech, district conferences. 
・Scholars are registered as members of RID2750 Rotary Foundation Alumni and continue to 
engage with Rotary. 

・This scholarship using Global Grants will be done on-line, including scholars pre-checks and 
submission of application forms and so on. Please access the D2750 Rotary Foundation 
Committee website for details. 

 

3) The Numbers of Scholars and The Budget for The Global Grants Scholarship 
・The Numbers of scholars will be proximate 4-5 (PBG will be one). 
・The scholarship period will be permitted up to the 1st to 4th grade, however total amount of 
scholarship is $40,000 uniformly for both single and multiple years. 
・The scholarship budget will be US $22,223 from DDF and $17,777 from WF at a total of 
$ 40,000. 

 

4) The Scholarship without using Global Grants. 
・D2750 Rotary Foundation scholarship is only based on Global Grants covering 7 Areas of 
Focus. You may consider District Grants for the original scholarship clubs produce 
independently besides Global Grants. 
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   松川 聡さん（派遣） 
勉強したいと願う全ての人が 

勉強できる世界を実現 
教育は未来を切り開く礎であると信じています。

境遇や性別によってではなく学ぶ意思によって

人々が未来を切り開くことができる社会を実現す

るため、基本的教育と識字率向上を含めた女子

教育の改善に取り組みます。 

 
   鷹觜 悠史さん（派遣） 

弱い立場にある子どもたちの支援 
国際協力機構(JICA)で、フィリピンのミンダナオ島

紛争地域の担当をしております。大学院の研究

テーマは「紛争地域の雇用創出」で、将来は世界

銀行や国連等で、難民の起業支援のプロジェクト

に関わりたいと考えております。 

 
   谷山 奈津実さん（派遣） 
国際機関職員として紛争地の 

民間センター開発や雇用創出 
大学院では、開発途上国（特にサブサハラ地域）

の初等教育の質の改善について学ぶ予定です。

すべての子供たちが初等教育にアクセスできる

社会を目指していきます。 

 

 

   石川 泰さん（派遣） 
オンラインの読み聞かせで子供達の学力

向上 
1989 年神奈川県生まれ。小学生の頃、クルド人

難民との出会いにより社会問題や NPO の活動

に関心を持つ。大阪大学外国語学部卒。現在

は、Google にて中小企業のオンラインマーケティ

ング支援や NPO 支援に取り組む傍ら、教育学を

独習する。趣味はラグビーと旅行。 

 
   所 七海さん（派遣） 
学校の先生を支える地域社会の強化 
大学では東アジア地域を専攻し、卒業論文はア

フリカ開発における中国と伝統ドナーというテー

マで執筆しました。在学中には中国に一年留学

した他、1 年で 10 か国近く以上の海外へ行く旅

行好きです。どうぞ宜しくお願い致します。 

 
   クラリス・クロスさん（受入） 
貧困を緩和し、経済発展を刺激する 
ハワイ生まれインディアナ育ち。早稲田大学大学

院アジア太平洋研究科の二年生です。研究テー

マが「ICT とメディア」で、国際開発では災害の 

関係を勉強しております。日本とアメリカという 二

つ国で育った私が国と国、人と人 を繋ぐことをロ

ータリーでも続いて行きたいと思います。  
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後藤 正太郎さん （派遣） 
静岡県出身。京都大学卒。株式会社建設技研イ

ンターナショナル都市インフラ部を経て、EY 新日

本有限責任監査法人インフラストラク チャー・ア

ドバイザリーグループにて国内外の上下水道事

業の制度・政策（主に技術的視点から）を担当し

て き ま し た 。 Japan National Young Water 

Professionals の運営委員として複数の水関連イ

ベント企画の他、JICA モザンビーク事務所や

NPO JADE で、村落やスラムにおける水利用・衛

生環境等の調査に従事しました。 

 

   大嶽 浩司さん （派遣） 

東京出身。東京大学医学部卒、シカゴ大学MBA。

2013年より昭和大学医学部麻酔科、集中治療科

医師として勤務しました。2000年、ネパールにて

口唇口蓋裂を持つ子供たちに現地で手術を行う

プロジェクトに麻酔科医として参加し、2週間にわ

たり約20名の子供たちに手術を実施しました。ま

た、2014～19年まで毎年マダガスカルで口唇口

蓋裂手術を行うプロジェクトに麻酔科学教室長と 

 

して麻酔科医の派遣を行っています。 

 

スマートフォンやタブレットで 

視聴するロータリー奨学生情報 
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 Mr.Satoshi 

Matsukawa( Dispatch) 
We believe that education is the 
cornerstone of the future. We will work 
to improve girls' education, including 
basic education and literacy rate 
improvement, to realize a society where 
people can open the future not by 
circumstances or gender but by 
willingness to learn. 

 

   Mr.Yuji Takahashi( Dispatch) 
I oversee the conflict area on Mindanao 
Island in the Philippines at the Japan 
International Cooperation Agency (JICA). 
The research theme of the graduate 
school is "Job creation in conflict 
areas", and in the future I would like 
to be involved in refugee 
entrepreneurship support projects at the 
World Bank and the United Nations. 

 

Ms.Natsumi 

Taniyama( Dispatch) 
In graduate school, we will learn about 
improving the quality of primary 
education in developing countries 
(especially in Sub-Saharan Africa). We 
aim to create a society where all 
children have access to primary 
education. 

 

   Mr.Tai Ishikawa( Dispatch) 
When he was in elementary school, he 
became interested in social issues and 
NPO activities by meeting Kurdish 
refugees. While working on online 
marketing support and NPO support for 
small and medium-sized enterprises at 
Google, self-taught pedagogy. 

 

   Ms.Nanami Tokoro( Dispatch) 
I majored in East Asia at university and 
wrote my dissertation on the theme of 
China and traditional donors in African 
development. While studying abroad in 
China for a year, I like traveling 
abroad in more than 10 countries in a 
year. 

 

   Ms.Clarice Cross(Acceptance) 

(Haruka Ikeda) 
Born in Hawaii and raised in Indiana. I 
am a second-year student at Waseda 
University Graduate School of Asia 
Pacific Studies. My research theme is 
"ICT and media", and I am studying the 
relationship between disasters in 
international development. Growing up in 
two countries, Japan, and the United 
States, I would like to continue 
connecting countries, people to people, 
at Rotary. 
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   Mr. Shotaro Goto ( Dispatch) 
Born in Shizuoka prefecture. He is a graduate 

of Kyoto University. 

After working at CTI Engineering 

International Co., Ltd. International Urban 

Infrastructure Department, He has been in 

charge of domestic and overseas water and 

sewage business systems and policies (mainly 

from a technical point of view) in EY 

Shinnihon Limited Liability Char Advisory 

Group Audit Corporation Infrastructure. 

 

    Ms. Hiroshi Otake ( Dispatch) 
Born in Tokyo. He is a graduate of the 

University of Tokyo School of Medicine 

and an MBA from the University of 

Chicago. Since 2013, she has worked as a 

doctor in the Department of Anesthesia 

and Intensive Care, Showa University 

School of Medicine. In 2000, she 

participated as an anesthesiologist in a 

project to perform on-site surgery on 

children with cleft lip and palate in 

Nepal, performing surgery on about 20 

children over a two-week period. In 

addition, we dispatch anesthesiologists 

as the director of the anesthesiology 

department to a project to perform cleft 

lip and palate surgery in Madagascar 

every year from 2014 to 2019. 

Rotary scholarship information 

for viewing on smartphones and tablets 
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VTT（Vocational Training Team ＝職業訓練チーム） 
 

1）VTT とは？ 
・今までの GSE（Group Study Exchange ＝研究グループ交換）に代わって 2013-14 年度よりスター

トした新しいプログラムです。 
・VTT は、海外で指導をしたり、研修を受けたりするチームを派遣するプロジェクトです。クラブが独自に

地区補助金を利用して VTT を行なうことも可能ですが、私たちの地区ではグローバル補助金を利用

する VTT を考えています。 
・従来の GSE では、派遣と受け入れの両方がセットになっていましたが、Exchange ではなくなりました

ので、派遣だけでも受け入れだけでも実施することができるようになります。 
 

2）グローバル補助金を利用した VTT 
・原則として、地区で実施を決定します。 
・グローバル補助金を利用する VTT を派遣する場合は、7 つの重点分野に該当するものに限られます。 
・グローバル補助金を利用する VTT では、海外で技術を習得したり、あるいは現地の人々を指導したり

するため、複数の専門職業人から成る職業研修チームを派遣します。メンバーの職業は異なっていても

かまいませんが、同じ重点分野を支援すると言う共通目的を有していなければなりません。 
・チームは、原則としてロータリアンであるチームリーダー 1 名とロータリアンでないチームメンバー 2 名
以上で構成されます。メンバー数の上限はありません。 
・参加者の年齢制限も研修期間の制約もありません。 
 

3）実施例（2016-17 年度に実施したカンボジア教師育成支援） 
・2016-17 年度に、私たちの地区では初めての VTT プロジェクトを行ないました。 
・私たちの地区で行われている「カンボジア教師育成支援プロジェクト」を VTT プロジェクトとして実施し

ました。 
・このプロジェクトは、カンボジアの小学校教員養成校に日本のベテラン教師を派遣し、カンボジア人の教

師に授業の仕方を教えるプロジェクトです。 
・日本人教師を派遣する教員養成校に、圧倒的に不足している理科の実験

用器材等の教育資材の寄贈も行ない、現地にて盛大に贈呈式も挙行され

ました。 
・2019-20 年は地区内 24 クラブによる合同プロジェクトとなりました。 
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VTT (Vocational Training Team) 
1）What's VTT? 
・It is the new program that started in substitution for conventional GSE (Group Study Ex-
change) from the 2013-14 year. 
・VTT instructs it abroad and is a project to dispatch a team receiving the training. A club can 
perform VTT using District Grants originally but thinks about VTT using Global Grants in 
our district. 
・In conventional GSE, both dispatch and acceptance set it, but even dispatch comes to be able 
to carry out even acceptance because it was not Exchange. 

2）VTT Using a Global Grants 
・District decides enforcement of VTT as a general rule. 
・When the district dispatches VTT using Global Grants, it is best a thing corresponding to the 
Field of 7 Areas of Focus. 
・When a district dispatches VTT using Global Grants, a team to learn a technique abroad or 
a team to instruct local people dispatches the occupation training team consisting of plural 
employment good technicians. The occupations of the member may be different but must have 
a common purpose to tell to support the Field of Areas of Focus. 
・The team is comprised of higher than two team members who are not Rotarian and one leader 
at team of the Rotarian as a general rule. There is no upper limit of the number of the 
members. 
・The age limit of the participant does not have the limitation of the internship, too either. 
3）VTT project in 2016-17 - Training native teachers in Cambodia 
・We had been doing First VTT project for D2750 in 2016-17. 
・We choose the project of "Training native teachers in Cambodia" project as our first VTT 
project. 
・This project had to dispatch skilled Japanese teachers to train elementary school teacher in 
Cambodia for the purpose of training native Cambodian teachers. This is our first 
achievement as VTT.  
・We donated requisite educational materials such as science 
experimental equipment in the same time and held big 
presentation ceremony in Cambodia. 

・This project celebrates 12th year in the period of 2021 -22, and it 
became a joint project 
by 24 clubs in the 
district 2019-20.  
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国際ロータリー第 2750 地区学友会 
私たち第 2750 地区では、1965 年以来、約 340 人もの
国際親善奨学生等を世界各国に派遣してまいりました。 
当地区に待望の学友会が 2015 年に発足しました。元国
際親善奨学生、元ロータリーピースフェロー、元 GSE 
等の学友の方々が多く参加しています。 
 

1）学友会の推進の目的 
・ロータリーと奨学生との生涯に渡る関係を育む。 
・帰国した奨学生に地区の活動に参加してもらう。 
・奨学金が自分の人生にどの様な影響を与えたかを伝える機会を与え
る。 
・次年度の奨学生の選考や卓話に参加してもらい、熱
意、やる気を起こさせる。 
・奨学生 OB･OG を主体としたクラブの設立。 
 
学友会を通じて学友との交流を維持することができ、学
友を地元ロータリークラブまたはローターアクトクラブ
の会員候補として検討することもできます。 
学友会は、毎年地区に留学する来訪奨学生の歓迎会を開
催したり、クラブや地区の奉仕プロジェクトに参加する
など、多様な活動を実施しています。 

2）学友会のニュースレターの発行 
学友会では年に 4 回ニュースレターを発行しています。
色々な地域で活躍されている学友の方々や新しい奨学生
の紹介など、行っています。 
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RID2750 The Rotary Foundation Alumni 
Since 1965 RID2750 has dispatched over 340 
international goodwill scholarships and other program 
students in the world. We are pleased to inform you 
that our long-awaited TRF Alumni was established with 
participation of ex-scholarship students, ex-Rotary 
peace fellow and ex-GSE members. 
 

1）Purpose of Driving TRF Alumni 
・ Cherish lifetime relationship between Rotary and scholarship 
alumnus 
・Join the District programs after study abroad 
・ Opportunities given to present the outcomes of 
scholarship program in the Club meetings. 

・Participate in scholarship students selection of next 
year round or in presentation speech of alumnus 
returned from abroad to raise member s' motivation and zeal 
・Establish new Clubs by scholarship alumnus 
 
Through TRF Alumni network we could be able to 
maintain exchanges with scholarship alumnus and to 
nominate them as member of local Rotary or Rotaract 
Clubs. 
TRF Alumni carries out various activities such as; 
holding welcome parties annually for foreign 
scholarship students in the District joins voluntary 
projects organized by local Rotary Clubs and the 
District. 

2）Alumni Newsletter 
RID2750.Rotary.Foundation.Alumni.publishes.newsletters.4.times.a.year.  
The newsletter contains articles such as introducing alumni 
who are active in various areas and new scholars. 
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ポリオプラス委員会 
PolioPlus subcommittee 

ポリオプラス委員会の任務は、ポリオの現状

に関する情報を的確にクラブにお届けすると

ともに、ポリオプラスへの寄付をお願いする

にあたって、寄付を集めていただくためのヒ

ントをクラブにご提供して行きます。また、各

クラブの主催されるポリオ根絶チャリティーイ

ベントを支援、協力させていただきます。 

The mission of the PolioPlus Subcommittee is to 
provide accurately information of current 
situation of Polio in the world and clues to 
PolioPlus Contribution. 
Also, we will support and cooperate with polio 
eradication charity events organized by each 
club. 
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ポリオプラスとは？ 
当初はポリオと共にはしか、ジフテリア、結核、百日咳、破傷風の五つをプラスしてプログラムを設けま

したが、現在では世界的なポリオ根絶活動がもたらした遺産のことを指します。1985 年にポリオプラス・プ

ログラムを開始して以来、ロータリーはポリオ根絶を最優先項目にして来ました。1988 年には 125 カ国で

35 万人以上の発症が確認されていましたが、以来 25 億人以上の子どもたちにポリオワクチン接種を行

い、発症数は 99.9%減少しています。 
 

ポリオとは？ 
急性灰白髄炎（脊髄性小児麻痺）のことで、ポリオ・ウィルスによって、人から人へ伝染する病です。動

物や昆虫を介することはありません。ですから、ポリオは根絶することができるのです。ポリオ・ウィルスに

は１・２・３型の３つのタイプがあります。2015 年に 2 型が根絶され、2019 年には 3 型も根絶が認定されま

した。残るは 1 型のみとなっています。 
 

現在のポリオ発祥の現状は以下の通りです。 
１）2020年８月にWHOがナイジェリアに対しポリオ根絶を宣言しました。残るポリオ常在国はパキスタン、

アフガニスタンの２カ国になりました。コロナ禍ではありますが、ワクチン接種率を上げ、集団免疫を維

持することが大切です。 
 
２）2022 年 2 月にアフリカのマラウィで 3 歳の女児がポリオを発症したとの報告が入りました。2021 年 11

月に麻痺症状が出ていたとのことで、ウィルスの解析の結果、パキスタン由来の野生株の 1 型と判明し

ました。これにより、アフリカのポリオ根絶の認定には影響を与えません。 
昨年の発症者は 6 名ですが、ここで手を緩めると水の泡になってしまいます。ポリオ根絶まで気を抜か

ず、寄付を通じて貢献していきましょう。 
 

３）2021 年野生株のポリオ罹患者数はアフガニスタン 4 名、パキスタン１名、マラウィ 1 名で合計 6 名とな

っています。2020 年は 140 名でした。急減した理由は恐らく、コロナ禍で手洗いやうがい、マスク着用

等衛生環境が良くなったことがあると考えられます。アフガニスタンは昨夏タリバン政権が誕生してから

秋以降 3 人増えていますので、疾病サーベイランス（監視）のインフラを整えることが大切です。 
 

ロータリアンとしてのポリオに対する取り組みは以下の通りです。 
ポリオ根絶は、ロータリーが掲げる最優先事項です、このポリオを地球上から無くすことはロータリーが

世界中の子どもたちと交わした大切な「約束」です。ポリオ根絶まで、あと一歩（Final Inch）まで来ていま

す。ポリオのない世界を成し遂げるまで、ロータリアンの皆様のあたたかいご支援を心よりお願い致します。 
寄付をすることに加え、ポリオ常在国や再発のリスクの高い国でワクチン投与の活動をするロータリアン

もいます。日本ではクラブや地区の壁を超えて、毎年多くのロータリアンがインドでのワクチン投与活動に

参加しており、一部パキスタンでの活動も始めています。 
ご興味のある方は地区ポリオプラス委員会までご連絡ください。 
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2021-22 年度の RI 第 2750 地区の取り組みは以下の通りです。 
１）2750 地区のポリオ寄付について 

2750 地区のポリオ寄付目標は 1 人 30$です。この浄財でポリオ常在国やアフリカ地域等のサーベイラ

ンス活動の資金になります。クラブ目標の達成をお願い致します。 
２）ポリオ根絶支援企業の募集 
毎年 9 月-11 月にポリオ根絶支援企業の募集をしています。ご登録頂けるとご寄付頂いた金額を個人

のお名前でロータリー財団へ送金させて頂きます。また感謝状、ピンバッチ、地区大会等で企業名の

発表を行わせて頂きます。昨年度の実績は、23 ロータリークラブから 66 社 74 口の合計 3,700,000 円

の浄財を頂きました。今年度も奮ってご協力をお願いします。 
３）チャリティーイベントへの協力 
今年度は世界ポリオデーに映画上映会を予定しています。また恒例のポリオ根絶チャリティーゴルフは

2023 年 4 月 24 日(月)小金井カントリー倶楽部で開催します。詳細は別途ご案内しますので、ぜひご

参加ください。世界ポリオデーにつきましては、公共イメージ委員会とコラボレーションして、ロータリー

の知名度向上を図ります。ぜひ貴クラブも一緒に参加して、ポリオ根絶を盛り上げて参りましょう。 
ちなみに、昨年度の世界ポリオデーでは、10/18(月)-24(日)の１週間、トレインジャック・プロジェクトとし

て、JR 各線の女性専用車の中吊り広告を「END POLIO NOW」の広告でジャックしました。 

世界ポリオデー当日は丸の内中通りをポリオ根絶ウォークラリーし、有楽町駅前広場を貸切り第 2830

地区関場慶博パストガバナーとローターアクトによるトークショー等のイベントも開催しました。何より第

2750、２580、2590、2770、2790 の５地区共催としたことは、一般の方たちに大きなアピールとなりました。 

４）卓話のお願い 
ポリオの現状を知って頂くために各クラブで卓話をさせて頂きたくお願いしています。卓話は委員会だ

けでなく「ポリオの会」からも講師をお招きする事ができます。ポリオに罹患された方たちから貴重なお

話を伺うことが出来ますので、ぜひお声がけをお願いします。ご希望のクラブはガバナー事務所又は

ポリオプラス委員会までお問い合わせください。 
５）メールマガジン「ポリオプラス通信〜ポリオのない世界へ」の登録のお願い 

2020 年 7 月より、ポリオプラス委員会でメールマ

ガジンを毎月15日に発行しています。ポリオ根絶

の最新状況や、それにまつわるコラムをお届けし

ています。ロータリアンだけでなく、ポリオ根絶に

関心がある方たちに登録をお願いしています。下

記 QR コードをスマートフォンで読み込んで頂く

か、URL を打ち込んで頂ければ登録画面に行き

ますので、ご登録をお願い致します。 
https://www.mag2.com/m/0001692155 
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What is PolioPlus? 
Initially, the program was created with Polio as well as diphtheria, tuberculosis, whooping 
cough, and tetanus, but now refers to the legacy of the global End-Polio efforts. Since the 
PolioPlus program began in 1985, Rotary has made End-Polio a top priority. More than 350,000 
cases were confirmed in 125 countries in 1988, but since then more than 2.5 billion children 
have been vaccinated with Polio, with 99.9% has been declining. 

 
What is Polio? 
Acute gray meningitis (spinal pediatric palsy) is a disease transmitted from person to person 
by the Polio virus. It does not go through animals and insects. So, Polio eradication must be 
possible. There are three types of Polio virus: 1, 2, and 3. In 2015, type 2 was eradicated, and 
in 2019, as many as 3 types were certified. The remaining type is only one type. 

 
The current state of Polio origin is as follows. 
1) In August 2020, who declared the eradication of Polio to Nigeria. The remaining Polio-

existing countries are Pakistan and Afghanistan. Although it is a COVID-19, it is important 
to increase the vaccination rate and maintain group immunity. 

2) In February 2022, a 3-year-old girl developed Polio in Marawi, Africa. In November 2021, paralysis 
symptoms appeared, and analysis of the virus revealed that it was a type of wild strain from 
Pakistan. This will not affect End-Polio certifications in Africa. 
There were six people who developed the disease last year, but if you loosen your hand here, it will 
become a bubble of water. Don't be careful about End-Polio and contribute through donations. 

3) In 2021, the number of Polio cases in wild strains was 6 in 4 Afghanistan, 1 in Pakistan and 1 in 
Malawi.  In 2020, there were 140. The reason for the sudden decrease is probably that the hygiene 
environment such as hand washing, gargles, wearing a mask, etc. has improved due to COVID-19. 
Afghanistan has increased by three people since the birth of the Taliban regime last summer, so it is 
important to prepare an infrastructure for disease surveillance. 
 

As a Rotarian, Polio initiatives include: 
End-Polio is Rotary's top priority, eliminating it from the earth is an important "promise" 
Rotary has made with children around the world. We're one step up to End-Polio. We sincerely 
ask for the warm support of Rotarians until we achieve a Polio-free world. 
In addition to donating, some Rotarians are vaccinating in Polio-existing countries and 
countries at high risk of recurrence. In Japan, many Rotarians participate in vaccine 
administration activities in India every year beyond club and district, and some activities in 
Pakistan are also started. 
If you are interested, please contact the PolioPlus Committee. 
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 RID 2750 initiatives for 2021-22 are as follows:  
1) Polio donations in District 2750 

The Polio donation target for District 2750 is $30 per person. This donation will fund for 
surveillance activities in Polio-existing countries and Africa. Please achieve your club goals. 

2) Recruitment of companies to support End-Polio 
Every Year from September to November, we are recruiting companies to help eradicate Polio. Once 
you register, we will send the amount you donate to The Rotary Foundation in your personal name. In 
addition, we will send a letter of appreciation, pin batch, and make a presentation of the company name 
at our district convention, etc. Last year, we received a total of 3,700,000 yen from 23 Rotary clubs with 
74 lots of 66 companies. Thank you for your cooperation this year as well. 

3) Cooperation with charity events 
This year, we are planning to hold a film screening on World Polio Day. The annual End-Polio Charity 
Golf is held on Monday, April 24, 2023. It will be held at Koganei Country Club. Details will be 
announced separately, so please join us. On World Polio Day, we will collaborate with the Public 
Image Committee to raise Rotary's visibility. Join us and help eradicate Polio. 
At World Polio Day 2022, from October 18th (Monday) to 24th (Sunday), as a train jack project, we 
jacked the hanging advertisement of women-only cars on each JR line with the advertisement of 
"END POLIO NOW". On the same day, we held a "END POLIO" walk rally on Marunouchi 
Nakadori and presented a "Talk Show" with PDG Mr. Yoshihiro Sekiba in District 2830 and Rotaract 
at Yurakucho Station Square. Above all, this co-sponsoring project, with 5 districts of 2750, 2580, 
2590, 2770 and 2790, gave the great impact to the public. 

4) Request for a Table Speech 
We would like to ask each club to speak at a different club to learn about the current state 
of Polio. You can invite lecturers not only from the Committee but also from the Polio Society. 
We can hear valuable stories from people suffering from Polio, so please give us your request. 
If you wish to work with the governor's office or the PolioPlus Committee, please contact us. 

5) Request to register for the e-mail magazine "PolioPlus online magazine: To the World Free of Polio" 
Since July 2020, the PolioPlus Committee has published an e-mail magazine on the 15th of every 
month. Here's a column about the latest developments 
in End-Polio. We ask Rotarians as well as those 
interested in End-Polio to register. If you can read the 
QR code below with your smartphone or type in URL, 
you will go to the registration page, so please register. 
https://www.mag2.com/m/0001692155 
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ロータリー平和フェローシップ委員会 
Rotary Peace Fellowships subcommittee 

私たちの委員会は、当地区が世界に７つある

ロータリー平和センターの一つである ICU（国

際基督教大学）の所在地であることから、近隣

の６つの地区で構成されているホストエリア

連絡協議会の運営に協力し、各種セミナーの

開催や来日フェローのお世話などを行なって

います。また、このプログラムの認知度がまだ

低いことから、広報活動にも力を入れていま

す。更に、 日本から派遣するフェローの募集、

選考の仕事も行っています。 

Rotary Peace Fellowships Subcommittee cooperates 
with the Rotary Peace Centers Host Area 
Coordinators consist of the neighboring 6 Districts , 
holds various seminars , and takes care of the Fellows 
studying in ICU (International Christian University) 
located in D2750 and one of the 7 Rotary Peace 
Centers in the world . We also actively engage in 
publicity activities in order to be widely known. We 
accept applications and select Fellows in D2750. 
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ロータリー平和フェローシップとは 
①このプログラムは、ポール・ハリス没後 50 周年を記念し創設されたポリオ撲滅に次ぐ重要なプログラム

です。当初はロータリーによる平和大学設立構想でした。 
 
②世界平和と開発の担い手となる人材を育て、平和推進者の世界的ネットワークを築く事を目的とした奨

学金（平和フェロー）プログラムです。 
 
③世界には「修士号取得プログラム」を学ぶ 5 つのロータリー平和センター（6 校の提携大学）と、２校の

「専門能力開発修了証プログラム」提携大学があります。 
・毎年 130 名が世界中から競争選考されています。（修士号 50 名、専門能力 80 名） 
 
④その 1 つが三鷹の国際基督教大学にあります。 
・日本では近隣 6 地区（ホストエリア）で協力して援助しています。 
 
⑤この素晴らしいプログラムを日本中に認知頂き、優秀な日本人を世界に送り出しましょう！ 
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What is the Rotary Peace Fellowships 
①This program is the second most important program after the eradication of Polio, which 

was established to commemorate the 50th anniversary of Paul Harris' death. Initially, it was 
the idea of establishing a peace university by Rotary. 

②This is a scholarship (Peace Fellow) program aimed at fostering human resources who will 
be one of a "Leader of World Peace and Development", and building a global network of peace 
promoters. 

③There are five Rotary Peace Centers (6 affiliated universities) to study the "Master's Degree 
Program" and 2 affiliated universities in the "Professional Ability Development Completion 

Certificate Program". 
* Every year, 130 people are competitively selected from all over the world. (50 master's 

degrees, 80 professional abilities) 
④One of them is at International Christian University in Mitaka. 
* In Japan, we are cooperating with 6 neighboring districts (host areas) to provide the 

assistance. 
⑤ Let's make this wonderful program known all over Japan and send excellent Japanese 

people to the world! 
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●提携大学とプログラム 
奨学金プログラム 修士号取得プログラム 専門能力開発修了証取得プログラム 

目的 明日のリーダーを育成 今日のリーダーを強化 

期間 15〜24カ月（大学により異なる） 1年間（オンライン学習期間含む） 

ロータリー 

平和センターの数 
5 2 

 

 

提携大学 

デューク大学 

ノースカロライナ大学

国際基督教大学 

ブラッドフォード大学

クイーンズランド大学

ウプサラ大学 

 

チュラロンコーン大学マケ

レレ大学 

※マケレレ大学の候補者はこの地域の出身者

がこの地域で活動している者に限る 

フェローシップ受領者数 
毎年 50 人 

（各平和センターに 10 人まで） 
毎年80人（各センター20名×2） 

実地研修 夏季休暇中、2 〜 3 カ月の実践的

なインターンシップ 

実地研修を含む10週間の現地研修 

 
●平和センター卒業者の進路 

ロータリー平和センターは平和構築に

力を入れるロータリアンの支援を受けて、

大きな成果を挙げてきました。2002 年

に創設されて以来、1,300 人以上のフェ

ローを輩出し、現在さまざまな機関・団

体の要職に就いて、平和をめざす任務

に取り組んでいます。 
卒業したフェローのうち、日本の地区か

ら海外に派遣した平和フェローの数は、

38 名に過ぎません。（2021 年 12 月現

在） 
1 人でも多く、日本人の平和フェローを

海外の平和センターへ送り出すことが

我々の使命だと考えます。 
また当地区にありますＩＣＵ平和センター

を卒業した平和フェローは 153 名（第 18 期生まで）です。 
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Partner Universities and Programs 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●Career of Fellowship Graduates 

The Rotary Peace Center has achieved 
great results with the support of 
Rotarians who are committed to 
peacebuilding. Since its founding in 
2002, it has produced more than 1,300 
fellows and is currently in key 
positions in various institutions and 
organizations, working on its mission 
to aim for peace. 
Of the graduated fellows, only 38 peace 
fellows have been dispatched overseas 
from Japan. (As of December 2021). 
We believe that it is our mission to send 
as many Japanese peace fellows as 

possible to overseas peace centers. 
In addition, there are 153 peace fellows (up to the 18th grade) who have graduated from the 
ICU Peace Center in this area. 
 
 
 

Scholarship program 
Master’s degree acquisition 

program Diploma program  

Aim Cultivate future leaders Cultivate leaders now 

 Term 
15 to 24 months 

(depend on each University) 1 year (including online study period) 
 

Numbers of Rotary Peace 
Fellowships 5 2 

 

  Partner Universities 

Duke University 
University of North Carolina at 
Chapel Hill 
International Christian University 
University of Bradford 
Queen's University 

Chulalongkorn University 
Makerere University 
*Candidates for Makerere University are 
limited to those who are from this area and 
are active in this area. 

 

Number of fellowship 
recipients 

50 * every year (Up to 10 in each 
Peace fellow Center） 

80 * every year 
(20 at each center x 2) 

 

  
Practical Training Practical internship for 2-3 

months during summer holidays 
10 weeks of on-site training including 
on-the-job training 
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● 申請資格と選考基準 
申請者は、以下を備えていなければなりません 
・英語に堪能であること 
・学士号を取得していること 
・異文化間の理解と平和への強いコミットメントがあること 
・優れたリーダーシップスキルを実証していること 
・関連分野において少なくとも３年間のフルタイムの職歴を有していること（修士課程プログラム） 
・関連分野において５年間のフルタイムの職歴を有していることが望まれる（専門能力開発修了証プログ

ラム） 
・平和推進のための自分の計画がどのようにロータリーの使命と合致するかについて説明できること（専門

能力開発修了証プログラム） 
・マケレレ大学平和センターの候補者は、この地域出身者かこの地域で活動し、アフリカでの仕事経験が

ある者でなければならない 
・申請はロータリークラブを通じ全てウェブサイト経由で行われ、世界審査によってフェローが選出されま

す。 
申請はロータリーのウェブサイト（www.rotary.org）をご覧下さい。 
 
● 申請過程の流れ 
・rotary.org/ja/peace-fellowships で申請資格を確認（申請は 2 月に受付開始） 
・各ロータリー平和センターのカリキュラム・プログラムを確認（修士号プログラムは第 1・2 希望の平和セン

ター、修了証プログラムは 1 つの平和センターを選ぶ） 
・地元クラブまたは地区と連絡を取り、 申請手続（面接、推薦を含む）を確認 
・地元のクラブをクラブ所在地検索で探し、ロータリーの活動に参加 
・オンライン申請書に必要事項を入力し、5 月 15 日までに地区に提出 
・地区は、申請書の推薦を 7 月 1 日までにロータリー財団に提出（ロータリー財団による選考の結果は 11
月に通知） 
・選出された平和フェローは、別途、提携大学に入学申請を提出 
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● Eligibility and Selection Criteria 
All applicants are required following: 
・Be fluent in English 
・Must have a bachelor's degree 
・There is a strong commitment to cross-cultural understanding and peace 
・Demonstrate excellent leadership skills 
・Have at least 3 years of full-time work experience in related fields (master's program) 
・Have 5 years of full-time work experience expected in related fields 
(Professional Ability Development Completion Certificate Program) 
・Be able to explain how your plans for peace promotion are in line with Rotary's mission. 
(Professional Ability Development Completion Certificate Program) 
・Candidates for the Makerere University Peace Center must be from or have work experience in Africa. 
・All applications are submitted through the Rotary Club via the website, and fellows are 
selected by a world review. 

To apply, please visit Rotary's website (www.rotary.org). 
● Process for Application 
・Check your application eligibility at rotary.org/ja/peace-fellowships (applications will be 
accepted in February) 
・Check the curriculum program of each Rotary Peace Center (Choose one or two peace centers 
for the master's degree program and one peace center for the certificate program) 
・Contact the local club or district to confirm the application procedure (including interviews 
and recommendations) 

・Find a local club in the club location search and participate in Rotary activities 
・Fill out the online application form and submit it to the district by May 15. 
・The district will submit the application recommendations to The Rotary Foundation by July 
1 (The Rotary Foundation will notify you of the results of the selection in November). 
・The elected Fellows will separately submit an application for admission to a partner University. 
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資料 
Reference 

●Web サイト（Website） 
国際ロータリーホームページ（MyRotary） 
Rotary International Website (MyRotary) 

https://www.rotary.org 
 

国際ロータリー第 2750 地区ホームページ 
RID2750.Website 

https://www.rid2750.org 
 

国際ロータリー第 2750 地区ロータリー財団委員会ホームページ 
RID2750.the.Rotary Foundation Committee Website 

https://rid2750.org/trf 
 

●参考資料 
クラブと地区の間で取り交わす MOU（和文） 

MOU (CLUB QUALIFICATION MEMORANDUM OF UNDERSTANDING - Japanese） 
 

クラブと地区の間で取り交わす MOU（英文） 
MOU (CLUB QUALIFICATION MEMORANDUM OF UNDERSTANDING - English） 

 
授与と受託の条件（和文） 

TERMS AND CONDITIONS FOR ROTARY FOUNDATION DISTRICT GRANTS AND GLOBAL GRANTS（Japanese） 
 

授与と受託の条件（英文） 
TERMS AND CONDITIONS FOR ROTARY FOUNDATION DISTRICT GRANTS AND GLOBAL GRANTS（English） 
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あとがき 
2750 地区では毎年ロータリー財団ハンドブックを製作しております。私たちの地区特有の日本語と英語

の 2 ヶ国表記とロータ リー財団のあらゆる活動を網羅していることが大きな特徴です。 
多くのロータリアンの皆様がこのハンド ブックをご活用いただきロータリー財団のプログラムを理解いただ

くこと、ロータリー財団を身近に感じていただくこと、そして 更に充実した奉仕活動を実行されますことを

願っております。 
末筆ながらハンドブックの制作にご協力いただきました多くの皆様に心より感謝申し上げます。 
 

Afterword 
The Rotary Foundation Handbook is produced annually in District 2750. A major feature is that it covers all 

the activities of the Rotary Foundation and the bilingual notation of Japanese and English. 

We hope that many Rotarians will use this handbook to understand The Rotary Foundation's programs, to 

feel closer to The Rotary Foundation, and to carry out even more fulfilling service activities. 

We would like to express our sincere gratitude to all the people who cooperated in the production of the 

handbook. 
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